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五
一

『
人
文
コ
ミ
ュ
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シ
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学
科
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』
十
一
号
、
五
一-

七
三
頁

�
叢
書
�

R
.1077

�1112

��
新

海
上
懶
翁
�
醫
宗
心
領
全
帙
�

R
.1077　

首
卷

刊
本
一
册
、
序
一
二
葉
・
本
文
六
三
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
包
背
改
裝
。
澁
引
き
焦

げ
茶
中
手
表
紙
、
書
高
二
四
・
八
×
幅
一
四
・
三
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な
く
、

書
根
・
天
邊
に
「
海
上
卷
首
」
を
縱
書
き
墨
書
。
首
卷
册
に
嗣
德
丙
寅
（
一

九
）
年
（
一
八
六
六
）
の
武
春
軒
「
奉
輯
海
上
心
領
遺
書
原
引
」
二
葉
あ
り
、

こ
う
記
す
。
本
書
は
失
傳
し
て
い
た
が
嗣
德
八
年
（
一
八
五
五
）
に
本
書
（
全

二
八
集
）
の
一
、
二
集
を
得
て
か
ら
捜
索
を
始
め
、
醫
家
や
儒
家
か
ら
計
一
五

集
ま
で
を
得
た
。
同
一
七
年
（
一
八
六
四
）
に
香
山
縣
情
艶
社
の
懶
翁
第
五
代

子
孫
よ
り
正
本
計
二
一
集
を
得
て
一
〇
中
の
七
、
八
と
な
っ
た
の
で
、
本
書
を

廣
め
た
い
、
と
あ
る
。
進
士
・
黎
菊
齡
の
無
記
年
寫
刻
體
序
一
葉
あ
っ
て
、
武

春
軒
が
本
書
五
〇
餘
卷
を
蒐
集
し
て
一
〇
中
の
七
、
八
と
な
り
出
版
し
た
い
の

で
序
を
求
め
、
彼
の
努
力
で
ほ
ぼ
完
全
に
な
る
だ
ろ
う
と
記
す
。
そ
の
末
尾
三

行
に
醵
銀
者
名
・
額
あ
り
。
景
興
庚
寅
（
三
一
）
年
（
一
七
七
〇
）
の
海
上
懶

翁
黎
氏
「
懶
翁
心
領
自
序
」
六
葉
あ
っ
て
、
醫
道
の
意
味
や
修
學
の
經
緯
、
數

年
か
け
て
輯
成
し
た
一
編
を
「
懶
翁
心
領
」
と
名
付
け
家
藏
す
る
と
記
す
。
そ

の
末
尾
半
葉
に
醵
銀
者
名
・
額
あ
り
、
咸
宜
元
年
（
一
八
八
五
）
の
「
北
寧
省

慈
山
府
武
江
縣
大
壯
社
同
人
寺
住
持
釋
清
高
校
刻
」
の
刊
記
を
末
尾
に
記
す
。

次
に
「
新
刊
海
上
懶
翁
小
引
」
三
葉
あ
り
、
こ
う
記
す
。
武
春
軒
が
海
上
懶

翁
（
釋
清
高
と
同
郡
と
い
う
）
の
醫
書
五
一
卷
を
見
せ
て
刊
行
を
依
賴
。
し
か

し
經
費
が
な
く
一
〇
年
逡
巡
し
、
嗣
德
三
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
紳
豪
の
刊

行
助
成
が
あ
り
遺
稿
四
卷
も
名
家
よ
り
得
、
同
三
一
年
に
も
多
く
の
捐
貨
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
嗣
德
三
二
年
（
一
八
七
九
）
か
ら
校
刻
を
開
始
し
、
咸
宜
元

年
（
一
八
八
五
）
に
完
了
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
に
「
大
壯
社
同
人
寺
藏
版
」

の
刊
記
と
醵
錢
・
銀
者
の
名
と
額
を
記
し
、
以
上
で
計
一
二
葉
。
次
か
ら
首

卷
で
、
懶
翁
の
「
附
錄
奉
先
師
禮
儀
」
で
は
科
擧
を
棄
て
醫
に
就
き
十
餘
年

で
『
馮
氏
錦
囊
祕
錄
』
全
部
を
得
て
奧
義
に
達
し
た
の
で
、
先
師
の
神
像
を
紙

上
に
描
い
て
顯
彰
し
、
そ
の
祭
儀
式
を
備
錄
す
る
と
い
う
。
以
下
は
、
上
座
列

位
に
神
農
・
伏
羲
・
黃
帝
、
東
配
列
位
に
岐
伯
〜
華
陀
等
一
二
名
、
西
配
列
位

に
張
機
〜
王
太
僕
等
一
二
名
、
中
座
列
位
中
央
に
天
朝
先
正
先
師
海
盬
馮
氏
號

楚
贍
（
馮
兆
張
）
神
位
あ
り
、
左
右
に
乾
正
立
齋
先
生
等
二
〇
名
が
第
二
葉
ま

で
、
以
下
は
左
班
列
位
・
右
班
列
位
に
皇
甫
謐
な
ど
中
國
の
名
醫
を
第
八
葉
ま

で
列
記
。
次
に
「
春
祭
排
列
位
次
圖
」
あ
っ
て
、
馮
兆
張
を
中
央
に
祭
祀
す
る
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ナ
ム
國
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五
二

配
置
圖
、
祝
文
・
儀
節
・
告
文
が
第
一
四
葉
ま
で
あ
り
、
馮
兆
張
を
天
朝
先
正

先
師
と
祀
る
。
第
一
五
葉
に
「
醫
裡
偸
閒
俚
言
附
志
」
と
題
し
て
二
〇
葉
ま
で

詩
文
な
ど
、
二
一
〜
二
三
葉
に
「
醫
訓
格
言
」
を
記
す
。
二
三
葉
後
半
よ
り

凡
例
あ
っ
て
、『
內
經
』
を
本
、『
錦
囊
』『
景
岳
』
を
提
綱
と
し
て
群
書
を
參

合
、
十
餘
年
で
驗
し
た
心
得
を
編
纂
し
て
二
八
集
・
六
六
卷
と
し
、
各
集
に
集

名
・
小
引
・
目
次
を
記
し
た
と
い
う
。
以
下
は
集
名
ご
と
に
二
行
前
後
で
提
要

を
第
二
七
葉
ま
で
記
す
が
、
計
二
七
集
し
か
な
い
。
第
二
六
「
傳
心
祕
旨
集
」

と
第
二
七
「
尾
集
」
の
閒
に
一
行
空
く
の
で
、
出
版
段
階
で
も
集
名
未
詳
の
部

分
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
第
二
八
〜
三
一
葉
に
總
目
次
あ
っ
て
首
卷
、
卷
一
內
經

要
旨
集
、
卷
二
醫
家
冠
冕
集
、
卷
三
〜
五
醫
海
求
源
集
、
卷
六
玄
牝
發
微
集
、

卷
七
坤
化
採
眞
集
、
卷
八
導
流
餘
韻
集
、
卷
九
運
氣
祕
典
集
、
卷
一
〇
・
一
一

藥
品
彙
要
集
、
卷
一
二
・
一
三
嶺
南
本
草
集
、
卷
一
四
外
感
通
治
集
、
卷
一
五

〜
二
四
百
病
機
要
集
、
卷
二
五
醫
中
關
鍵
集
、
卷
二
六
・
二
七
婦
道
燦
然
集
、

卷
二
八
坐
草
良
模
集
、
卷
二
九
〜
三
三
幼
幼
須
知
集
、
卷
三
四
〜
四
三
夢
中
覺

痘
集
、
卷
四
四
麻
疹
準
繩
集
、
卷
四
五
心
得
神
方
集
、
卷
四
六
傚
倣
新
方
集
、

卷
四
七
〜
四
九
百
家
珍
藏
集
、
卷
五
〇
〜
五
七
行
簡
珍
需
集
、
卷
五
八
（
修
刻

本
は
五
八
〜
六
〇
）
醫
方
海
會
集
、
卷
五
九
（
修
刻
本
は
六
一
）
醫
陽
案
集
、

卷
六
〇
（
修
刻
本
は
六
二
）
醫
陰
案
集
、
卷
六
一
（
修
刻
本
は
六
三
）
傳
心
祕

旨
集
、（
修
刻
本
は
卷
六
四
問
策
集
あ
り
）
尾
卷
・
上
京
記
事
集
を
記
す
。
各

卷
に
は
上
記
の
集
名
お
よ
び
細
目
を
記
す
が
、
卷
一
二
・
一
三
・
一
五
・
一

六
・
一
九
〜
二
四
・
五
八
の
計
一
一
卷
に
は
細
目
が
な
い
。
第
三
二
葉
に
「
醫

業
神
章
」
と
題
し
、
第
六
三
葉
ま
で
生
涯
の
行
醫
經
驗
と
醫
學
の
最
重
要
點
を

漢
文
で
記
し
、
末
尾
に
刊
行
醵
銀
・
錢
者
名
・
額
が
一
葉
弱
あ
る
。
料
紙
は
薄

葉
ゾ
ー
紙
で
、
僅
か
に
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向

黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
首
卷　

原
引
（
語
・
自
序
〜
神
章
）　

葉
次
」、
第
三
九

葉
下
象
鼻
の
み
に
「
秋
宣
（
刻
工
名
？
）」
を
刻
す
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、
字

樣
は
明
前
期
版
に
稍
似
る
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
〇
・
一
×
横
一
二
・
七
㎝
、

八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / 

Q
U

O
C

 G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き

入
れ
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。
辰
・
宗
字
の
避
諱
缺
筆
あ
り
。

本
書
各
卷
の
序
や
尾
卷
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
海
上
懶
翁
（
黎
有
倬
、
一
七

二
四
〜
一
七
九
一
）
は
一
七
六
〇
年
前
後
に
儒
を
棄
て
醫
に
轉
じ
た
ら
し
い
。

首
卷
の
自
序
と
凡
例
よ
り
、
懶
翁
は
一
七
七
〇
年
の
數
年
前
よ
り
中
國
醫
學
最

古
典
の
『
內
經
』（『
素
問
』『
霊
樞
』）
を
基
本
、
中
國
個
人
醫
學
叢
書
の
『
錦

囊
祕
錄
』
全
五
〇
卷
（
一
七
〇
二
初
版
）
と
『
景
岳
全
書
』
全
六
四
卷
（
一
七

一
〇
初
版
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
本
書
の
著
述
を
開
始
し
て
い
る
。
最
も
後
期
の

自
序
は
卷
九
の
一
七
八
六
年
な
の
で
、
そ
れ
か
ら
沒
す
る
一
七
九
一
年
以
前
ま

で
に
醫
學
叢
書
の
本
書
二
八
集
・
六
六
卷
（
う
ち
首
卷
・
尾
卷
各
一
卷
）
を
完

成
さ
せ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
武
春
軒
の
一
八
六
六
年
序
か
ら
す
る
と
、

春
軒
は
一
八
五
五
年
に
そ
の
一
、
二
集
を
得
て
か
ら
蒐
集
を
開
始
、
一
八
六
四

年
に
懶
翁
の
第
五
代
よ
り
正
本
計
二
一
集
を
得
て
い
る
。
同
人
寺
住
持
・
釋
清

高
の
小
引
か
ら
す
る
と
、
武
春
軒
は
一
八
六
七
年
前
後
に
蒐
集
し
た
計
五
一
卷

の
出
版
を
清
高
に
依
賴
。
清
高
も
一
八
七
七
年
に
遺
稿
四
卷
を
得
、
一
八
七
九

年
か
ら
一
八
八
五
年
に
か
け
て
計
五
五
卷
を
同
人
寺
で
校
刻
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
現
存
刊
本
の
調
査
か
ら
し
て
も
、
未
刊
に
終
わ
っ
た
の
は
卷
一
五
・
一

六
・
一
九
〜
二
四
・
五
九
・
六
〇
・
六
四
の
計
一
一
卷
ら
し
い
。
ま
た
現
存
刊
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補
遺
（
二
） 

五
三

本
に
は
計
二
七
集
し
か
見
え
な
い
が
、
缺
け
て
い
る
の
は
修
刻
後
印
本
の
首
卷

總
目
錄
の
み
に
記
さ
れ
る
「
卷
六
四　

問
策
集
」
の
一
集
だ
ろ
う
。
ま
た
先
印

本
首
卷
總
目
錄
の
卷
五
九
〜
六
一
を
、
後
印
本
は
卷
六
一
〜
六
三
に
修
刻
し
て

お
り
、
本
文
の
卷
次
と
合
致
す
る
よ
う
直
し
て
い
る
。
な
お
現
存
刊
本
卷
一

二
・
一
三
の
「
嶺
南
本
草
」
は
、
一
七
六
一
年
初
版
の
『
南
藥
神
效
』
の
ほ
ぼ

轉
載
で
懶
翁
の
自
著
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
題
署
に
も
武
春
軒
の
名
が
な
い
の

で
、
清
高
が
得
た
と
い
う
遺
稿
四
卷
の
一
部
に
該
當
す
る
ら
し
い
。

本
書
刊
記
に
あ
る
「
北
寧
省
慈
山
府
武
江
縣
大
壯
社
同
人
寺
」
は
、
ハ
ノ
イ

の
東
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
のB

ắc N
inh

バ
ク
ニ
ン
（
北
寧
）
市
に
現
在
も

あ
る
。
當
地
は
ベ
ト
ナ
ム
傳
統
のD

ó  

ゾ
ー
（
楮
の
ベ
ト
ナ
ム
音
）
紙
製
造
（
素

材
は
楮
コ
ウ
ゾ
で
は
な
く
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
のR

ham
noneuron balansae 

G
ilg (D

uake)

、
漢
名
・
鼠
皮
樹
の
靱
皮
）
で
も
有
名
。
そ
こ
で
二
〇
〇
九
年

九
月
一
一
日
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
學
院
漢
喃
研
究
所
のD

IN
H

 K
H

A
C

 T
huan

（
丁
克
順
）
敎
授
に
案
内
い
た
だ
き
北
寧
市
で
調
査
し
た
。
下
寫
眞
の
同
人
寺

を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
か
つ
て
寺
に
は
佛
典
の
版
木
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
あ

る
段
階
で
南
（
サ
イ
ゴ
ン
？
）
に
持
っ
て
行
か
れ
、
の
ち
行
方
不
明
と
の
こ

と
。
幸
い
本
書
の
版
木
は
完
成
間
近
の
バ
ク
ニ
ン
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
お

り
、
首
卷
、
卷
一
〜
九
、
一
一
、
一
三
、
一
四
、
一
七
、
一
八
、
二
五
〜
三
二
、

三
五
、
三
六
、
三
八
〜
四
三
、
四
六
、
四
八
〜
五
一
、
五
八
、
六
一
、
六
二
、

尾
卷
の
現
存
が
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
刊
行
が
判
明
し
て
い
る
全
五
五
卷

の
う
ち
、
缺
け
た
版
木
は
卷
一
〇
、
一
二
、
三
四
、
三
七
、
四
四
、
四
五
、
四

七
、
五
二
〜
五
七
、
六
三
の
計
一
四
卷
と
な
る
。
た
だ
し
現
存
卷
で
も
缺
葉
は

あ
る
の
で
、
全
體
の
六
〇
〜
七
〇
％
ほ
ど
が
現
存
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
最
終

の
刻
板
が
一
八
八
五
年
に
つ
き
百
数
十
年
前
の
物
と
な
る
が
、
ひ
び
割
れ
や
蟲

損
も
な
く
、
次
頁
寫
眞
の
よ
う
に
良
好
な
狀
態
だ
っ
た
。
版
木
は
中
國
の
二
倍

ほ
ど
厚
く
、
一
般
の
日
本
版
よ
り
や
や
厚
い
。
ま
た
表
面
と
裏
面
の
文
字
を
上

下
逆
方
向
に
彫
板
す
る
點
が
、
左
右
逆
方
向
に
彫
板
す
る
日
中
と
異
な
る
。
な

お
一
部
だ
が
佛
典
ら
し
き
版
木
も
あ
っ
た
。
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五
四

R
.1078　

卷
一

刊
本
一
册
九
九
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
三
×
幅
一
五
・
〇
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な
く
、
書
根
・
天
邊
に
「
內

經
要
旨
」
を
縱
書
き
墨
書
。
卷
一
首
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
全
帙

內
經
要
旨
卷
之
一
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯　

後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題

し
、
見
出
し
陰
刻
の
小
引
（
無
記
年
、
末
尾
は
「
黎
氏
別
號
海
上
懶
翁
引
」）・

凡
例
・
目
次
（
陰
陽
・
化
機
・
臟
腑
・
病
能
・
治
則
・
頣
養
・
脈
經
）
計
一
葉

あ
り
。
以
下
に
本
文
九
八
葉
あ
り
、
陰
陽
・
化
機
・
臟
腑
・
病
能
・
治
則
・
頣

養
・
脈
經
の
篇
名
を
白
字
で
刻
す
。
治
則
部
分
に
「
李
東
垣
七
方
圖
（
大
小
緩

急
奇
偶
複
の
處
方
）」、
ま
た
『
靈
樞
』
の
引
用
あ
り
。
漢
文
書
。
跋
・
識
語
な

く
、
書
末
醵
金
者
名
な
ど
二
行
を
墨
丁
に
作
る
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
僅

か
に
黃
變
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
內

經
要
旨　

陰
陽
（
〜
脈
經
）　

葉
次
（
通
し
）」
を
刻
す
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、

字
樣
は
明
前
期
に
稍
似
る
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
一
九
・
八
×
横
一
二
・
七
㎝
、

八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / 

Q
U

O
C

 G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
あ
り
、

書
き
入
れ
な
し
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

當
卷
一
「
內
經
要
旨
」
は
『
內
經
』
の
最
重
要
點
を
七
項
目
に
分
け
て
拔
粹

し
、
小
字
で
注
を
加
え
る
。
具
体
的
な
成
立
年
は
未
詳
。

R
.1079　

卷
二

刊
本
一
册
一
〇
二
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、

書
高
二
五
・
二
×
幅
一
五
・
一
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・
天
邊

に
「
海
上
醫
家
冠
冕
」
を
墨
書
。
卷
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
醫

家
冠
冕
全
帙
卷
之
二
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯　

後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題

し
、
無
記
年
の
懶
翁
小
引
に
『
醫
學
入
門
』
を
參
考
に
編
纂
と
い
う
。
目
次
一

葉
半
あ
っ
て
、
陰
陽
・
五
行
〜
水
火
病
・
全
眞
症
ま
で
。
以
下
本
文
は
篇
名
を

陰
刻
の
白
字
、
漢
文
で
記
し
、
內
景
等
の
圖
説
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

五
五

は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
一
部
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內

向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
醫
家
冠
冕　

篇
名　

通
卷
葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉

匡
郭
、
縱
二
〇
・
一
×
横
一
二
・
九
㎝
、
八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行

二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、
字
體
は
明
前
期
に
稍
似
る
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA
」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き

あ
り
、
書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

當
卷
二
「
醫
家
冠
冕
」
は
陰
陽
五
行
・
易
・
內
景
・
臟
腑
・
經
脈
な
ど
、
醫

學
の
綱
領
を
記
す
基
礎
理
論
書
。
具
体
的
成
立
年
は
未
詳
。

R
.1080　

卷
三
〜
五

刊
本
一
册
五
〇
＋
四
五
＋
四
五
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
包
背
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中

手
表
紙
、
書
高
二
四
・
七
×
幅
一
四
・
三
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書

根
・
天
邊
に
「
海
上
卷
三
四
五
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗

（
缺
筆
）
心
領
全
帙
卷
之
三
／
醫
海
求
源
集
」
と
題
す
。
景
興
四
三
年
（
一
七

八
二
）
の
懶
翁
小
引
一
葉
半
あ
り
、
儒
を
棄
て
醫
に
就
き
二
〇
餘
年
と
い
い
、

「
醫
海
求
源
」
三
卷
を
著
し
た
と
い
う
。
目
次
半
葉
あ
り
、
孟
卷
（
陰
陽
篇
〜

臟
腑
篇
）・
仲
卷
（
病
機
篇
・
化
機
篇
）・
季
卷
（
治
則
篇
・
醫
則
篇
）
の
九
篇

四
七
五
章
を
記
す
。
卷
頭
に
「
醫
海
求
源
孟
卷
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯
／
後
學

唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
し
、
以
下
本
文
は
「
陰
陽
篇　

該
四
十
三
章
」
か

ら
始
ま
り
、
五
〇
葉
ま
で
。
卷
末
に
醵
金
者
名
を
刻
す
。
次
に
「
新

海
上
醫

宗
（
缺
筆
）
心
領
全
帙
卷
之
四
／
醫
海
求
源
仲
卷　

海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯
／
病

機
篇
該
一
百
四
十
章　

後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
し
、
以
下
に
小
引
・
目

次
な
し
。
本
文
第
四
五
葉
末
尾
に
「
仲
卷
終
」
以
下
に
醵
金
者
四
名
の
額
を
記

す
。
次
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
全
帙
卷
之
五
／
醫
海
求
源
季
卷
／

海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯
／
後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
／
治
則
篇
該
八
十
八
章　

興
安

施
黃
武
三
安
奉
攷
」
と
題
す
。
以
下
に
小
引
・
目
次
な
く
、
本
文
第
四
五
葉
末

尾
に
「
季
卷
終
」。
以
下
に
醵
金
者
一
〇
名
の
額
を
記
す
。
跋
・
識
語
な
し
。

料
紙
は
薄
葉
ゾ
ー
紙
で
、
全
體
に
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心

白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
醫
海
孟
（
仲
・
季
）
卷　

篇
名　

各
卷

葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
〇
・
一
×
横
一
二
・
五
㎝
、
八
行
・
行

二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、
字
樣
は
明
正
統
版
に

似
る
。
や
や
後
印
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書

館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な

し
。當

卷
三
〜
五
の
「
醫
海
求
源
」
三
卷
は
懶
翁
の
小
引
よ
り
一
七
八
二
年
の
成

立
。
先
哲
醫
家
の
格
言
四
七
五
章
を
九
篇
に
分
類
し
、
各
々
に
説
明
を
加
え

る
。

R
.1081　

卷
六

刊
本
一
册
一
〇
〇
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、

書
高
二
五
・
六
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・
天
邊

に
「
玄
牝
發
微
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領

全
帙
卷
之
六
」
と
題
し
、
無
名
氏
（
懶
翁
）・
無
記
年
の
小
引
一
葉
半
に
先
天

腎
氣
と
六
味
・
八
味
丸
の
重
要
性
を
述
べ
る
。
目
錄
一
葉
あ
っ
て
、
先
天
太
極

圖
説
・
人
身
中
太
極
圖
説
・
先
天
論
〜
六
味
變
法
・
合
用
最
宜
藥
品
・
百
病
兼

治
・
錦
囊
增
損
十
二
法
・
錦
囊
八
味
治
案
の
三
六
目
を
記
す
。
卷
頭
に
「
玄
牝
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眞
柳　

誠 

五
六

發
微
卷
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯
／
後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
し
、
以
下
本

文
は
先
天
太
極
圖
説
か
ら
始
ま
る
。
第
四
一
葉
ウ
ラ
八
味
變
法
以
下
の
五
行
を

未
刻
墨
丁
に
作
り
、
第
一
〇
〇
葉
書
末
に
「
舎
龍
寺
沙
門
奉
書
／
玄
牝
發
微
卷

終
」
と
記
す
。
卷
末
に
醵
金
者
名
な
し
。
跋
・
識
語
な
し
。
漢
文
書
で
、
書
中

の
篇
名
・
方
名
を
多
く
陰
刻
白
字
に
作
る
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃

變
す
る
。
有
界
、
四
周
（
一
部
左
右
）
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、

魚
尾
閒
に
「
玄
牝
發
微
卷　

篇
名　

通
卷
葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱

一
九
・
〇
×
横
一
二
・
三
㎝
、
八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。

一
九
世
紀
刊
本
で
、
字
體
は
明
正
統
版
に
似
る
。
稍
後
印
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
一
部
に
朱
點
あ
り
。
蟲

損
・
破
損
な
し
。

當
卷
六
「
玄
牝
發
微
」
は
先
天
腎
氣
・
水
火
の
醫
論
と
六
味
・
八
味
丸
の
方

論
を
記
す
書
で
、
趙
獻
可
『
醫
貫
』（
一
六
一
七
初
版
）
の
圖
も
含
め
た
影
響

が
大
き
い
。
當
卷
の
具
体
的
成
立
年
は
未
詳
。

R
.1082　

卷
七

刊
本
一
册
六
四
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
六
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・
天
邊
に

「
坤
化
採
眞
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
坤

化
採
眞
全
帙
卷
之
七
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯　

後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題

す
。
次
に
無
記
年
の
懶
翁
小
引
一
葉
あ
っ
て
、
脾
胃
後
天
氣
血
の
重
要
性
を
述

べ
、
先
天
水
火
の
「
玄
牝
發
微
」
卷
に
續
け
て
當
卷
を
編
纂
し
た
と
記
す
。
目

次
一
葉
あ
っ
て
、
後
天
文
王
卦
位
圖
説
・
身
中
後
天
圖
説
・
後
天
論
〜
人
參
養

榮
湯
・
養
榮
奉
旨
・
養
榮
加
減
・
錦
囊
變
法
を
記
す
。
卷
頭
に
內
題
な
く
、
本

文
は
後
天
文
王
卦
位
圖
説
か
ら
始
ま
る
。
六
四
葉
書
末
に
「
舎
龍
／
沙
門
奉
書

／
坤
化
採
眞
卷
終
」
と
記
し
、
卷
末
に
醵
金
者
四
名
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。

漢
文
書
で
、
書
中
の
篇
名
・
方
名
を
多
く
陰
刻
白
字
に
作
る
。
李
東
垣
の
説
を

中
心
に
、
朱
丹
溪
・
立
齋
（
薛
己
）・
節
庵
（
陶
華
）・
寶
鑑
（
羅
天
益
『
衞
生

寶
鑑
』）
ほ
か
を
引
用
す
る
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有

界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
坤
化
採
眞
卷　

篇
名　

通
卷
葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
一
九
・
九
×
横
一
二
・
六

㎝
、
八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、
字

樣
は
明
正
統
版
に
似
る
。
後
印
で
文
字
不
鮮
明
多
し
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
一
部
に
朱
點
あ
り
。
蟲

損
・
破
損
な
し
。

當
卷
七
「
坤
化
採
眞
」
は
後
天
の
脾
胃
氣
血
の
醫
論
と
、
補
中
益
氣
湯
・
四

君
子
湯
・
四
物
湯
・
八
珍
湯
・
十
全
大
補
湯
・
歸
脾
湯
・
人
參
養
榮
湯
の
加
減

も
含
め
た
方
論
を
記
し
、
李
東
垣
流
の
書
。
卷
六
に
續
け
て
の
編
纂
だ
が
、
具

体
的
成
立
年
は
未
詳
。

R
.1083　

卷
八

刊
本
一
册
五
三
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
七
×
幅
一
五
・
〇
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・
天
邊
に

「
導
流
餘
韻
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
全

帙
卷
之
八
／
導
流
餘
韻
卷　

小
引
」
と
題
す
。
こ
の
無
記
年
の
懶
翁
小
引
二
葉

で
は
、「
劉
・
張
・
朱
・
王
太
僕
・
立
齋
・
景
岳
・
馮
氏
諸
先
輩
」
の
論
に
補
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

五
七

遺
す
る
と
述
べ
る
。
目
次
一
葉
あ
っ
て
、
醫
理
醫
意
論
・
論
人
身
中
有
一
太
極

〜
論
單
熱
亡
陰
危
人
甚
速
幷
治
法
を
記
す
。
卷
頭
に
「
導
流
餘
韻
卷　

海
上
懶

翁
黎
氏
纂
輯
／
後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
し
、
本
文
は
醫
意
醫
理
論
か
ら

始
ま
る
各
種
の
醫
論
。
論
中
に
は
『
雷
公
炮
炙
』『
伊
贄
（
尹
）
湯
液
』『
難
經
』・

仲
景
『
傷
寒
』・
士
安
『
甲
乙
』・
啓
玄
子
・
錢
仲
陽
『
診
脈
』・
李
辰
（
時
）

珍
『
本
草
綱
目
』
に
言
及
し
、
劉
河
閒
・『
醫
學
正
傳
』『
景
岳
』『（
壽
世
）
保

元
』『
醫
要
（
集
覽
？
）』『
簡
易
（
方
論
？
）』『
士
林
三
書
』『
醫
宗
説
約
』
な

ど
を
引
く
。
二
七
・
五
〇
葉
に
趙
氏
『
醫
貫
』
を
引
き
、
五
三
葉
書
末
に
醵
金

者
一
〇
名
あ
っ
て
「
導
流
餘
韻
終
」
と
記
す
。
跋
・
識
語
な
し
。
漢
文
書
で
、

書
中
の
篇
名
・
方
名
を
多
く
陰
刻
白
字
に
作
る
。
三
六
〜
四
五
葉
の
み
明
朝
體

で
匡
郭
大
、
他
葉
は
正
統
に
似
た
字
樣
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變

す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
導
流

餘
韻
卷　

通
卷
葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
〇
・
三
×
横
一
二
・
七

㎝
、
八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
、
後
印
で

文
字
不
鮮
明
多
し
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書

館
）
の
藏
印
記
。
一
部
に
朱
點
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

當
卷
八
「
導
流
餘
韻
」
は
、
各
書
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
醫
理
・
病
理
・
治
法

ほ
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
懶
翁
の
意
見
を
記
し
た
醫
論
の
書
。
具
体
的
成
立
年

は
未
詳
。

R
.1084　

卷
九

刊
本
一
册
六
八
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
八
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・
天
邊
に

「
運
氣
祕
典
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
運

氣
祕
典
全
帙
卷
之
九
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯　

唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
す
。

黎
朝
景
興
四
十
七
歳
（
一
七
八
六
）
孟
春
中
浣
就
稿
の
懶
翁
小
引
二
葉
に
、
幼

少
時
に
兵
亂
を
避
け
て
懽
州
で
學
び
、
五
運
六
氣
に
目
覺
め
た
、
と
述
べ
る
。

次
に
學
易
而
後
醫
論
・
集
例
三
葉
あ
り
、
目
次
一
葉
に
望
氣
説
・
風
旗
式
・
渾

天
方
位
占
雲
圖
〜
地
以
五
制
之
圖
・
運
氣
論
を
記
す
。
本
文
は
望
氣
説
か
ら
始

ま
り
、
五
運
六
氣
な
ど
の
各
種
圖
説
・
論
・
歌
あ
り
。
六
八
葉
書
末
に
「
運
氣

祕
典
終
」
と
記
し
、
醵
金
者
名
な
し
。
跋
・
識
語
な
し
。
漢
文
書
で
、
書
中
の

篇
名
を
多
く
陰
刻
白
字
に
作
る
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
。
有

界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
運
氣
祕
典　

通

卷
葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
一
九
・
七
×
横
一
二
・
八
㎝
、
八
行
・

行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
、
正
統
に
似
た
字
樣
。

後
印
で
文
字
不
鮮
明
多
し
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國

家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
一
部
に
朱
點
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

當
卷
九
「
運
氣
祕
典
」
は
運
氣
論
の
書
で
一
七
八
六
年
の
成
立
。

R
.1085　

卷
一
〇

刊
本
一
册
六
三
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
八
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
に
「
藥
品
上
卷
」、
書
根
・

天
邊
に
「
海
上
藥
品
上
卷
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺

筆
）
心
領
全
帙
卷
之
十
／
藥
品
彙
要
上　

小
引
」
と
題
す
。
無
記
年
の
懶
翁
小

引
一
葉
に
「
神
農
三
品
一
千
八
百
九
十
二
種
」「
潔
古
珍
珠
囊
百
品
」「
丹
溪
七

十
二
品
」
と
い
い
、
こ
の
編
で
は
百
五
十
品
を
氣
味
效
能
で
五
行
每
部
三
十
品
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眞
柳　

誠 

五
八

に
分
類
す
る
と
述
べ
る
。
次
に
目
次
二
葉
に
五
味
論
・
藥
品
陰
陽
辨
・
三
治

論
・
始
因
論
・
藥
身
根
梢
辨
・
水
火
製
造
法
…
の
總
論
と
、
火
部
（
肉
桂
・

大
附
〜
琥
珀
・
燈
心
）・
木
部
（
當
歸
・
白
芍
〜
龍
膽
草
・
麻
黃
）・
土
部
（
白

朮
・
茯
苓
〜
草
菓
・
檳
榔
）・
金
部
（
人
參
・
黃
耆
〜
瞿
麥
・
香
需
）・
水
部
（
生

地
・
鹿
茸
〜
紫
河
車
・
包
衣
水
）
の
各
論
の
項
目
を
記
す
。
集
例
で
は
『
錦
囊

藥
性
』
を
中
心
に
、『
景
岳
』『
頤
生
』『
入
門
』『
雷
公
炮
炙
』『
本
草
剛
（
綱
）

目
』
も
參
合
し
た
と
述
べ
る
。
本
文
各
論
は
火
部
・
肉
桂
か
ら
で
、
藥
名
以
下

に
品
種
・
品
質
・
氣
味
・
歸
經
・
七
情
、
ま
た
主
治
・
合
用
・
禁
用
・
製
法
の

項
目
を
立
て
て
記
載
し
、
末
尾
に
藥
論
あ
り
。
第
六
三
葉
の
書
末
は
木
部
の
龍

膽
草
・
麻
黃
・
麻
黃
根
ま
で
で
、「
藥
品
上
卷
終
」
と
記
し
、
醵
金
者
名
な
し
。

跋
・
識
語
な
し
。
漢
文
書
で
、
書
中
の
藥
名
・
項
目
名
を
多
く
陰
刻
白
字
に
作

る
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白

口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
藥
品
上　

藥
名　

通
卷
葉
次
」
を
刻
す
。

每
半
葉
匡
郭
、
縱
一
九
・
九
×
横
一
二
・
九
㎝
、
八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙

行
・
行
二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
、
明
正
統
版
に
似
た
字
樣
。
後
印
で
文
字
不

鮮
明
多
し
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の

藏
印
記
。
一
部
に
朱
點
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

R
.1086　

卷
一
一

刊
本
一
册
八
一
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
八
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
に
「
藥
品
下
卷
」、
書
根
・

天
邊
に
「
海
上
藥
品
下
卷
」
を
縱
書
き
墨
書
。
目
錄
な
し
。
書
頭
に
「
新

海

上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
全
帙
卷
之
十
一
／
藥
品
彙
要
下　

土
部
」
と
題
し
、
以

下
は
土
部
の
白
朮
・
白
茯
苓
か
ら
水
部
の
紫
河
車
・
包
衣
水
ま
で
記
す
。
記
載

形
式
は
卷
一
〇
に
同
じ
。
第
八
一
葉
の
書
末
に
「
藥
品
下
卷
終
」
と
記
し
、
以

下
に
醵
金
者
一
一
名
を
列
記
。
跋
・
識
語
な
し
。
漢
文
書
で
、
書
中
の
藥
名
・

項
目
名
を
多
く
陰
刻
白
字
に
作
る
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す

る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
藥
品
下

　

藥
名　

通
卷
葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
〇
・
二
×
横
一
二
・
四

㎝
、
八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
、
嘉
靖
〜

萬
曆
初
期
に
似
た
字
樣
。
後
印
で
文
字
不
鮮
明
多
し
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
一
部
に
朱
點
あ
り
。
蟲

損
・
破
損
な
し
。

當
卷
一
〇
・
一
一
「
藥
品
彙
要
上
・
下
」
二
卷
は
一
五
〇
藥
を
收
め
る
本
草

書
で
、
五
行
の
火
部
・
木
部
・
土
部
・
金
部
・
水
部
に
各
三
〇
藥
を
分
類
す
る

の
は
、
中
國
ほ
か
に
見
え
な
い
獨
特
な
發
想
。
馮
兆
張
『
馮
氏
錦
囊
祕
錄
』
全

八
書
・
五
〇
卷
（
一
六
九
四
自
序
、
一
七
〇
二
初
版
）
中
の
『
雜
證
痘
疹
藥
性

主
治
合
參
』
一
二
卷
を
主
に
、『
景
岳
全
書
』『
頤
生
微
論
』『
醫
學
入
門
』『
雷

公
炮
炙
論
』『
本
草
綱
目
』
も
參
照
す
る
が
、
博
物
記
載
は
少
な
い
。
具
体
的

成
立
年
は
未
詳
。

R
.1087　

卷
一
二
・
一
三

刊
本
一
册
五
七
＋
五
六
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
五
・
八
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
に
「
嶺
南
本
草
」、

書
根
・
天
邊
に
「
海
上
嶺
南
本
草
／
上
卷
與
下
卷
」
を
縱
書
き
墨
書
。
卷
一
二

の
書
頭
に
序
・
目
錄
な
く
、「
藥
品
南
名
氣
味
正
治
歌
括　

附
製
造
」
と
の
み
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

五
九

題
す
。
以
下
の
原
草
部
（
六
二
種
）
は
貫
衆
・
黃
精
・
柴
胡
…
の
順
で
、
漢

名
・
南
名
（
字
喃
）・
氣
味
・
毒
・
主
治
・
加
工
法
・
一
名
を
一
部
小
字
雙
行

の
漢
文
二
〜
三
行
で
記
す
。
原
草
部
以
下
は
同
樣
に
、
藤
草
一
七
、
水
草
六
、

穀
一
九
、
菜
四
六
、
菓
四
八
、
木
四
二
、
蟲
三
二
、
鱗
八
、
魚
三
五
、
甲
六
、

介
一
三
、
禽
三
九
、
水
鳥
一
二
、
六
畜
二
六
、
野
獸
三
六
、
水
一
〇
、
土
一
四
、

金
一
一
、
石
七
、
鹵
四
、
人
六
を
收
め
る
。
末
尾
の
第
五
七
葉
に
は
人
糞
・

童
小
便
・
乳
汁
が
あ
り
、「
嶺
南
本
草
上
卷
終
」
と
記
す
。
版
心
の
魚
尾
閒
に

「
嶺
南
本
草
上　

葉
次
」
を
刻
す
。
次
に
目
錄
な
く
、「
新
刊
海
上
懶
翁
全
帙
卷

之
十
三
」
と
題
し
、
以
下
は
黃
柏
・
黃
精
・
黃
力
・
蒲
黃
・
黃
蠟
・
黃
樓
・
白

蘇
・
白
力
…
の
順
で
、「
詩
曰
」
に
續
け
て
漢
名
・
南
名
（
字
喃
）
氣
味
・
主

治
・
加
工
・
七
情
ほ
か
を
三
〜
四
行
の
漢
喃
文
で
記
す
。
記
載
は
藥
名
中
の
色

で
黃
・
白
・
赤
・
紫
・
紅
・
黑
・
青
・
烏
の
順
、
次
に
藥
名
中
に
あ
る
花
・

果
・
仁
・
根
・
木
・
皮
・
子
・
葉
・
藤
・
草
・
香
（
他
に
香
氣
あ
る
も
の
）・

石
（
他
に
砂
・
土
な
ど
）・
山
・
天
・
姜
の
順
、
次
に
穀
・
金
銀
・
獸
・
蟲
・

屎
尿
・
菜
・
瓜
・
液
體
・
蔕
・
枳
・
分
類
不
詳
物
の
順
に
記
す
。
末
尾
の
第
五

三
葉
は
寄
生
・
蕪
荑
の
順
で
、「
本
草
下
卷
終
」
以
下
に
醵
金
者
名
四
名
を
列

記
。
第
五
四
〜
五
六
葉
は
版
心
に
「
本
草
拾
遺
下
」
と
あ
り
、
漢
藥
の
南
名
を

列
記
す
る
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、

版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
嶺
南
本
草
下
（
本
草
拾
遺
下
）　

通
卷
葉
次
」
を
刻
す
。

當
卷
一
二
・
一
三
「
嶺
南
本
草
上
・
下
」
二
卷
は
藥
性
を
主
と
す
る
簡
便
な

本
草
書
。
卷
一
二
は
（
傳
）
慧
靖
原
著
『〔
新
刊
〕
南
藥
神
效
十
科
應
治
』（
一

七
六
一
初
版
？
）
の
首
卷
に
ほ
ぼ
基
づ
き
、
一
部
に
削
補
が
あ
る
。
卷
一
三
末

尾
の
「
本
草
拾
遺
下
」
も
『
南
藥
神
效
』
首
卷
末
尾
の
「
本
草
拾
遺
」
に
基
づ

く
が
、
相
當
に
增
補
し
て
い
る
。
兩
卷
に
懶
翁
の
小
引
が
な
い
こ
と
か
ら
し
て

も
、
懶
翁
の
著
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
卷
一
三
の
藥
名
共
通
文
字
に
よ
る
分
類

配
列
は
中
國
ほ
か
に
見
え
な
い
獨
特
な
發
想
で
、
漢
喃
研
究
所V

N
v.231

『
南

藥
指
名
傳
』
中
の
「
新
撰
各
味
主
藥
性
藥
炮
製
忌
及
新
陳
性
詩
等
五
色
門
」
に

同
類
の
配
列
が
見
え
る
。

R
.1088　

卷
一
四

刊
本
一
册
八
九
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
八
×
幅
一
五
・
〇
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な
く
、
書
根
・
天
邊
に
「
外

感
通
治
」
を
縱
書
き
墨
書
。
卷
一
四
の
書
頭
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領

全
帙
卷
之
十
四
」
と
題
す
。
以
下
に
御
醫
正
・
蔡
黙
齋
の
無
記
年
「
小
引
序
」

一
葉
強
あ
っ
て
、
景
興
癸
亥
（
一
七
四
三
）
年
に
筆
峰
道
人
ら
に
會
っ
た
時
、

座
中
の
一
人
に
懶
翁
の
「
外
感
通
治
」
一
卷
を
示
さ
れ
、
醫
家
が
勝
覽
す
べ
き

書
な
の
で
數
言
を
序
す
、
と
記
す
。
目
錄
二
葉
あ
っ
て
、
上
篇
に
心
得
論
・
論

我
嶺
南
無
傷
寒
症
〜
論
我
嶺
南
麻
黃
桂
枝
湯
絶
不
可
用
〜
辨
一
症
之
中
有
虛
有

實
、
中
篇
に
辨
可
汗
症
・
辨
不
可
汗
症
〜
辨
汗
多
本
是
…
、
下
篇
に
論
諸
虛

症
補
法
・
論
諸
虛
症
用
方
〜
五
臟
苦
欲
補
寫
論
を
記
す
。
內
題
に
「
外
感
通
治

上
篇
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯　

後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
記
す
。
以
下
は
目

錄
通
り
で
、
外
感
に
關
す
る
醫
論
と
治
法
が
第
三
四
葉
ま
で
の
上
篇
に
二
五

論
、
第
五
三
葉
ま
で
の
中
篇
に
八
論
、
書
末
第
八
九
葉
ま
で
の
下
篇
に
二
二
論

あ
り
。
見
出
し
方
名
の
多
く
を
陰
刻
す
る
。
書
末
に
「
外
感
通
治
卷
終
」
と
記

し
、
末
尾
に
醵
金
者
四
名
を
列
記
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
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眞
柳　

誠 

六
〇

る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
版
心
魚
尾
閒
に
「
外

感
通
治　

上
（
中
・
下
）
篇　

葉
次
」
を
刻
す
。
全
書
に
朱
點
あ
り
、
蟲
損
・

破
損
な
し
。

當
卷
一
四
「
外
感
通
治
」
上
中
下
篇
は
、
傷
寒
を
主
と
し
た
外
感
病
の
論
と

治
法
・
醫
案
の
書
で
、
中
國
と
は
異
な
る
ベ
ト
ナ
ム
化
し
た
治
療
を
論
じ
る
。

「
心
得
論
」
で
は
『
醫
學
入
門
』
を
五
年
間
學
び
、
傷
寒
を
研
究
し
た
と
い
う
。

「
論
我
嶺
南
無
傷
寒
症
…
」
で
は
ベ
ト
ナ
ム
に
傷
寒
が
な
く
、
冬
に
感
寒
、
春

夏
秋
に
感
冒
時
氣
が
あ
る
の
み
と
い
い
、
ベ
ト
ナ
ム
で
強
く
發
汗
す
る
と
陰
虛

と
な
る
た
め
「
論
我
嶺
南
麻
黃
桂
枝
湯
絶
不
可
用
」
と
い
う
。
ま
た
隨
處
で
外

感
症
で
の
補
法
、
と
く
に
補
陰
を
強
調
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
氣
候
に
對
應
し
た
治

療
を
い
う
。
た
だ
し
懶
翁
は
『
傷
寒
論
』
自
體
を
明
ら
か
に
見
て
い
な
い
。
當

卷
に
は
懶
翁
の
自
序
が
な
く
成
立
年
未
詳
。
な
お
蔡
黙
齋
「
小
引
序
」
に
記
す

景
興
癸
亥
（
一
七
四
三
）
年
は
他
の
懶
翁
の
著
述
年
よ
り
早
す
ぎ
、
何
か
の
錯

誤
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。「
小
引
序
」
の
記
述
か
ら
す
る
と
懶
翁
の
沒
後
ら

し
く
、
あ
る
い
は
嘉
隆
癸
亥
（
一
八
〇
三
）
か
。

R
.1089　

卷
一
七
・
一
八
（
卷
一
五
・
一
六
・
一
九
〜
二
四
を
缺
き
、
未
刊
か
）

刊
本
一
册
五
八
＋
五
九
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
四
・
八
×
幅
一
四
・
五
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な
く
、
書
根
・
天
邊

に
「
海
上
卷
／
十
七
十
八
／
百
病
機
要
」
を
縱
書
き
墨
書
。
序
な
く
、
書
頭
に

「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
全
帙
卷
之
十
七
／
百
病
機
要
丙
卷　

目
次
」

と
題
し
、
積
聚
・
蟲
病
・
痔
瘻
・
霍
亂
・
泄
瀉
・
痢
疾
・
脱
肛
・
燥
結
の
篇
名

を
記
す
。
續
く
本
文
は
積
聚
條
に
審
機
・
別
症
・
虛
實
・
吉
凶
・
治
法
・
用

藥
・
方
劑
加
減
を
記
し
、
目
錄
通
り
の
篇
名
が
卷
末
の
第
五
八
葉
ま
で
あ
る
。

次
卷
は
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
全
帙
百
病
機
要
丁
卷
之
十
八
／
海
上

懶
翁
黎
氏
纂
輯　

後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
す
。
續
け
て
目
次
あ
り
、
關

格
・
噎
塞
痞
滿
悶
・
呃
逆
・
嘔
吐
・
噯
氣
・
呑
酸
吐
酸
・
噎
膈
翻
胃
・
血
病
の

篇
名
。
續
く
本
文
は
關
格
條
に
審
機
・
別
症
・
虛
實
・
吉
凶
・
治
法
・
處
方
・

用
藥
を
記
し
、
目
錄
通
り
の
篇
が
あ
り
、
卷
末
は
第
五
九
葉
ま
で
。
見
出
し
と

方
名
の
多
く
を
線
で
圍
み
、
陰
刻
に
は
し
な
い
。
書
末
に
「
百
病
機
要
丁
卷

終
」
と
記
し
、
末
尾
に
醵
金
者
五
名
を
列
記
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く

黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
版
心
魚
尾
閒

に
「
機
要
丙
（
丁
）
卷　

篇
名　

葉
次
」
を
刻
す
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
あ

り
、
蟲
損
・
破
損
な
し
。

當
卷
一
七
・
一
八
「
百
病
機
要
丙
卷
・
丁
卷
」
は
消
化
器
疾
患
の
病
門
別
に

記
す
論
と
治
法
の
書
。
成
立
年
は
未
詳
。
な
お
當
書
は
卷
一
五
・
一
六
の
「
百

病
機
要
甲
卷
・
乙
卷
」
を
缺
く
。
本
書
首
卷
の
總
目
錄
は
卷
一
五
に
「
百
病
機

要
集
甲
」、
卷
一
六
に
「
百
病
機
要
集
乙
」
を
記
す
の
み
で
、
當
二
卷
に
對
す

る
「
一
七
卷　

百
病
機
要
集
丙　

自
積
聚
／
至
燥
結　

該
八
目
」「
一
八
卷　

百
病
機
要
集
丁　

自
關
格
／
至
血
病　

該
八
目
」
の
如
き
細
目
が
記
さ
れ
な

い
。
調
査
し
た
他
の
全
現
存
本
お
よ
び
現
存
版
木
も
均
し
く
卷
一
五
・
一
六
を

缺
く
の
で
、
未
刊
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
總
目
錄
に
記
す
本
書
卷
一
九
〜
二

四
「
百
病
機
要
戌
〜
癸
」
も
同
じ
情
況
で
缺
卷
し
て
お
り
、
未
刊
だ
っ
た
ら
し

い
。
こ
れ
ら
缺
卷
の
ゆ
え
、
首
卷
に
あ
る
唐
郿
武
春
軒
の
原
引
末
尾
に
、「
目

今
參
訂
、
攷
究
編
寫
、
成
書
已
得
十
之
七
八
。
…
其
所
未
備
者
、
請
質
諸
君

子
」
と
記
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
「
百
病
機
要
」
が
本
來
幾
卷
で
如
何
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

六
一

な
る
內
容
だ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
し
首
卷
凡
例
の
提
要
に
「
百
病
機

要
集
は
諸
家
の
各
病
門
を
選
取
し
、
別
け
て
審
機
・
別
症
・
虛
實
・
吉
凶
・
治

法
・
處
方
・
用
藥
と
な
し
、
以
て
一
覽
に
便
す
」
と
あ
り
、
卷
一
七
・
一
八
の

記
載
と
一
致
す
る
の
で
、
各
科
病
門
別
の
論
と
治
法
の
書
だ
っ
た
こ
と
は
閒
違

い
な
い
。

R
.1090　

卷
二
五

刊
本
一
册
四
六
＋
附
存
一
三
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中

手
表
紙
、
書
高
二
五
・
四
×
幅
一
五
・
一
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な
く
、
書
根
・

天
邊
に
「
醫
中
關
鍵
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）

心
領
全
帙
卷
之
二
十
五
」
と
題
し
、
景
興
四
一
年
（
一
七
八
〇
）
の
海
上
懶
翁

「
小
引
」
一
葉
あ
っ
て
、
臨
床
二
〇
年
と
い
う
。
次
に
目
次
一
葉
半
あ
っ
て
、

中
風
・
中
寒
・
中
暑
・
中
濕
〜
厥
症
・
跌
撲
損
傷
・
癘
風
を
記
す
。
卷
頭
に

「
醫
中
關
健
卷
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯
／
後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
し
、

以
下
は
中
風
か
ら
目
錄
通
り
の
病
門
あ
っ
て
、
各
々
に
つ
い
て
論
・
治
法
の

重
要
點
を
簡
潔
に
第
四
六
葉
ま
で
記
す
。
末
尾
に
「
醫
中
關
健
卷
終
／
光
義
／

敬
書
」
あ
っ
て
、
以
下
に
醵
金
者
一
〇
名
を
列
記
。
以
上
は
書
頭
の
小
引
か
ら

通
し
葉
次
。
次
に
別
葉
次
で
「
附
四
海
論
」
と
題
し
、
五
臟
虛
實
論
治
・
臟
病

皆
補
腎
論
・
六
腑
所
主
見
症
虛
實
治
法
〜
五
臟
熱
病
用
藥
大
概
・
論
治
幷
方
目

（
馮
先
師
）・
危
候
死
症
が
第
一
三
葉
ま
で
あ
り
、
以
下
を
缺
く
。
料
紙
は
中
葉

ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚

尾
、
版
心
魚
尾
閒
に
「
醫
中
關
健
卷　

篇
名　

葉
次
」
を
刻
す
。
刻
字
は
明
朝

體
に
似
る
。
全
書
に
朱
點
あ
り
、
蟲
損
・
破
損
な
し
。

當
卷
二
四
「
醫
中
關
鍵
」
は
各
病
治
療
の
要
點
・
奧
義
で
、
一
七
八
〇
年
の

成
立
。「
鍵
」
を
「
健
」
と
も
記
す
の
は
避
諱
か
。
附
錄
の
「
四
海
論
」
は
當

卷
と
關
聯
が
少
な
く
、
何
か
の
混
亂
が
想
像
さ
れ
る
。

R
.1091　

卷
二
六

刊
本
一
册
六
三
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
四
×
幅
一
五
・
一
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な
く
、
書
根
・
天
邊
に
「
海

上
婦
科
／
二
十
六
／
前
卷
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺

筆
）
心
領
全
帙
卷
之
二
十
六
」
と
題
し
、
無
記
年
の
黎
氏
別
號
懶
翁
「
小
引
」

一
葉
あ
り
。
次
に
「
皇
朝
嗣
德
萬
萬
年
歳
次
庚
辰
三
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
正

月
吉
日
刻
／
板
留
同
人
寺
」
の
刊
記
あ
り
。
次
に
凡
例
半
葉
あ
り
、
一
に
『
錦

囊
』
全
篇
に
基
づ
い
て
審
機
・
別
症
・
虛
實
・
治
法
・
處
方
・
用
藥
增
損
を
記

し
、『
景
岳
』『
醫
學
入
門
』『
濟
陰
綱
目
』『
婦
人
良
方
』『
簡
易
』『
士
材
』『
薛

氏
醫
案
』『
古
今
醫
鑑
』『
準
繩
』
も
參
照
し
た
と
記
す
。
ま
た
前
卷
目
次
に
月

經
總
論
・
經
病
條
・
崩
漏
條
〜
受
胎
總
論
・
驗
胎
脈
、
後
卷
目
次
に
胎
前
條
・

胎
前
雜
症
條
〜
玉
門
不
閉
・
乳
疽
ま
で
を
第
四
葉
ま
で
記
す
。
第
五
葉
卷
頭
に

「
婦
道
燦
然
集
前
卷
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯
／
後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題

し
、
以
下
は
月
經
總
論
か
ら
目
錄
と
凡
例
通
り
の
諸
篇
あ
り
。
第
六
三
葉
の
書

末
に
「
嗣
德
三
十
三
年
九
月
十
五
日
刊
」
の
刊
記
あ
り
、
以
下
に
醵
金
者
六
名

を
記
す
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版

心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
版
心
魚
尾
閒
に
「
婦
道
卷　

篇
名　

葉
次
」
を
刻

す
。
刻
字
は
明
朝
體
に
似
る
。
全
書
に
朱
點
あ
り
、
蟲
損
・
破
損
な
し
。
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眞
柳　

誠 

六
二

R
.1092　

卷
二
七

刊
本
一
册
七
五
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
四
×
幅
一
五
・
一
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な
く
、
書
根
・
天
邊
に
「
海

上
婦
科
／
二
十
七
／
後
卷
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺

筆
）
心
領
全
帙
卷
之
二
十
七
／
婦
道
燦
然
集
後
卷
／
目
次
」
一
葉
半
あ
っ
て
、

胎
前
條
・
胎
前
雜
症
條
（
惡
阻
〜
胎
孕
變
常
紀
）・
臨
産
條
・
産
後
條
・
産
後

雜
症
條
（
血
彙
〜
玉
門
不
閉
・
乳
疽
）
ま
で
を
記
す
。
ウ
ラ
に
「
皇
朝
嗣
德
萬

萬
年
歳
次
庚
辰
三
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
正
月
吉
日
刻
／
板
留
同
人
寺
」
の
刊

記
あ
り
。
卷
頭
に
「
婦
道
燦
然
集
後
卷
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯
／
後
學
唐
郿
武

春
軒
奉
較
」
と
題
し
、
以
下
は
胎
前
條
か
ら
目
錄
通
り
に
諸
篇
あ
り
、
卷
二
六

と
同
樣
に
記
す
。
第
七
五
葉
の
書
末
に
醵
金
者
多
數
を
記
し
、
末
尾
に
「
婦
道

後
卷
終　

靈
山
監
院
苾
芻
戒
法
名
清
義
奉
書
」
と
記
す
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙

で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
版

心
魚
尾
閒
に
「
婦
道
後
卷　

篇
名　

葉
次
」
を
刻
す
。
刻
字
は
明
朝
體
に
似

る
。
全
書
に
朱
點
あ
り
、
蟲
損
・
破
損
な
し
。

當
卷
二
六
・
二
七
の
「
婦
道
燦
然
集
前
後
卷
」
二
册
は
婦
人
諸
病
お
よ
び
産

前
産
後
の
論
治
書
で
、
成
立
年
未
詳
、
一
八
八
〇
年
正
月
か
ら
九
月
の
所
刊
。

引
用
漢
籍
で
は
婦
人
科
の
專
書
よ
り
、『
錦
囊
祕
錄
』『
景
岳
全
書
』『
醫
學
入

門
』
を
重
視
す
る
點
が
注
目
さ
れ
る
。

R
.1093　

卷
二
八

刊
本
一
册
五
八
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
四
×
幅
一
五
・
一
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な
く
、
書
根
・
天
邊
に
「
海

上
婦
科
／
二
十
八
／
良
模
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
寫
刻
體
で
無
記
年
の
黎

氏
別
號
海
上
懶
翁
「
新
ā
海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心
領
全
帙
卷
之
二
十
八
／
坐
草

良
模
卷　

原
引
」
一
葉
あ
り
、
資
生
・
胚
胎
の
重
要
性
を
述
べ
、
臨
産
の
危
急

の
た
め
に
門
目
を
分
か
り
や
す
く
配
列
し
た
と
い
う
。
次
に
目
次
一
葉
に
産

訓
・
産
難
・
治
要
〜
産
家
備
用
方
・
附
算
胎
法
あ
っ
て
、
末
尾
に
「
皇
朝
嗣
德

萬
萬
歳
之
三
十
三
年
庚
辰
（
一
八
八
〇
）
正
月
吉
日
新
刻
／
板
留
北
寧
省
慈
山

府
武
江
縣
大
壯
社
同
人
寺
」
の
刊
記
あ
り
。
卷
頭
に
「
坐
草
良
模
卷
／
海
上
懶

翁
黎
氏
纂
輯
／
後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
す
。
以
下
は
産
訓
か
ら
目
錄
通

り
に
諸
篇
あ
り
、
篇
名
を
陰
刻
す
る
。
第
五
八
葉
の
書
末
に
醵
金
者
な
く
、
末

尾
に
「
坐
草
良
模
卷
畢
／
清
義
／
敬
書
」
と
記
す
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、

輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
（
單
）
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、

版
心
魚
尾
閒
に
「
良
模
卷　

篇
名　

葉
次
」
を
刻
す
。
刻
字
は
明
朝
體
に
似

る
。
全
書
に
朱
點
あ
り
、
蟲
損
・
破
損
な
し
。

當
卷
二
八
は
産
科
の
方
論
專
書
。
一
八
八
〇
年
刊
、
成
立
年
は
未
詳
。

R
.1094

〜1097　

卷
二
九
〜
三
二

各
卷
一
册
は
「
幼
幼
須
知
」
の
金
卷
・
木
卷
・
土
卷
・
水
卷
だ
が
、
時
閒
の

都
合
で
調
査
を
割
愛
。

R
.1098　

卷
三
三

刊
本
一
册
七
九
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
五
・
六
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・
天
邊
に

「
海
上
幼
集
／
火
卷
／
三
十
三
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

六
三

（
缺
筆
）
心
領
全
帙
卷
之
三
十
三
」
と
題
し
、
火
卷
目
次
半
葉
あ
っ
て
總
論
・

辨
源
論
化
機
論
〜
榮
養
心
肝
方
・
調
補
脾
肺
方
・
兒
科
列
方
の
一
〇
項
目
を
記

す
。
ウ
ラ
に
序
的
短
文
あ
っ
て
「
樂
生
篇
曰
、
天
厚
於
人
…
製
篇
命
額
、
聊

以
形
容
／
黎
氏
別
號
懶
翁
撰
／
板
留
在
武
江
縣
大
壯
社
同
人
寺
」
を
記
す
。
卷

頭
に
「
幼
幼
須
知
火
卷
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯
／
後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と

題
し
、
以
下
本
文
は
目
錄
同
樣
に
總
論
か
ら
始
ま
る
。
前
半
は
小
兒
の
醫
論
、

後
半
は
治
方
の
主
治
と
各
病
症
の
增
損
を
第
一
九
葉
オ
モ
テ
ま
で
記
す
。
第
一

九
葉
ウ
ラ
に
「
以
上
四
方
增
損
用
藥
、
皆
余
之
經
驗
…
」
と
書
き
出
し
、
第
二

〇
葉
ウ
ラ
ま
で
小
兒
治
療
の
要
点
を
述
べ
、
末
尾
に
「
樂
生
篇
終
」
と
記
す
。

以
下
は
兒
科
諸
方
で
二
三
七
方
の
方
名
・
藥
味
・
用
量
・
調
劑
法
を
列
記
し
、

第
七
九
葉
の
「
二
百
三
七
鎮
心
丸
」
ま
で
。
末
尾
に
「
火
卷
終
」
を
記
し
、
卷

末
に
醵
金
（
梓
木
も
）
者
五
名
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。
漢
文
書
で
、
書
中
の

方
名
に
は
番
號
を
ふ
る
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、

四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
火
卷　

篇
名　

通
卷

葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
一
・
八
×
横
一
二
・
五
㎝
、
八
行
・
行

二
三
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
三
字
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、
字
樣
は
明
正
統
〜
嘉

靖
版
に
似
る
。
稍
後
印
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家

圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
一
部
に
朱
點
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

卷
二
九
〜
三
三
の
「
幼
幼
須
知
」
五
卷
は
小
兒
科
の
論
と
治
法
の
書
で
、
五

行
で
分
卷
す
る
。
こ
れ
は
卷
一
〇
・
一
一
の
「
藥
品
彙
要
」
で
收
載
藥
を
五
行

で
分
類
す
る
の
と
同
じ
で
、
懶
翁
の
獨
特
な
發
想
を
示
す
。
卷
二
九
に
あ
る
懶

翁
「
小
引
」
に
記
年
な
く
成
立
は
不
詳
だ
が
、
多
く
は
一
八
八
〇
年
の
刊
記
が

あ
る
。
な
お
卷
三
三
の
第
二
〇
葉
ま
で
を
懶
翁
は
「
樂
生
篇
」
と
呼
び
、
こ
れ

を
首
卷
凡
例
で
は
「
自
家
心
法
爲
樂
生
篇
」
と
記
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
古
醫
籍
名

や
篇
名
に
は
「
樂
生
」
が
い
く
つ
か
あ
り
、
小
兒
の
ベ
ト
ナ
ム
表
現
ら
し
い
。

R
.1099　

卷
三
四
・
三
五

刊
本
一
册
五
一
＋
四
七
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
五
・
五
×
幅
一
五
・
〇
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・

天
邊
に
「
覺
痘
甲
乙
卷
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）

心
領
全
帙
卷
之
三
十
四
」
と
題
す
。
以
下
は
第
三
葉
オ
モ
テ
ま
で
懶
翁
「
夢
中

覺
痘
卷　

小
引
」
あ
り
、
依
安
縣
阮
舎
社
に
住
ん
で
い
た
戊
寅
年
（
一
七
五

八
）
に
五
歳
の
息
子
が
痘
瘡
に
な
り
、
二
人
の
醫
者
に
か
か
っ
た
が
死
に
、
の

ち
醫
を
一
五
年
學
ん
で
本
書
を
著
し
た
と
記
す
。
ま
た
第
五
葉
オ
モ
テ
ま
で
凡

例
あ
り
、
本
書
一
〇
卷
は
『
錦
囊
祕
錄
』
を
提
綱
、『
景
岳
全
書
』
を
顯
實
、

ま
た
『
救
偏
瑣
言
』『
保
赤
全
書
』『
萬
氏
家
藏
』『
痘
疹
心
法
』『
痘
疹
金
鏡

錄
』『
痘
疹
玉
髓
』『
壽
世
保
元
』『
醫
學
入
門
』
も
參
照
と
記
す
。
さ
ら
に
本

書
を
十
干
で
甲
〜
癸
卷
に
配
し
、
各
卷
の
提
要
を
各
二
行
で
記
す
。
次
に
甲
卷

目
次
あ
っ
て
、
總
論
・
看
痘
・
面
部
圖
〜
驗
凶
症
・
驗
死
症
・
日
數
歌
ま
で
を

記
す
。
第
七
葉
卷
頭
に
「
夢
中
覺
痘
甲
卷
／
海
上
懶
翁
纂
輯
／
後
學
唐
郿
武
春

軒
奉
較
」
と
題
す
。
以
下
本
文
は
總
論
か
ら
始
ま
り
、
陰
刻
の
項
目
が
目
錄
同

樣
に
あ
っ
て
、
第
五
一
葉
の
「
甲
卷
終　

靈
山
監
阮
苾
芻
清
義
奉
書
」
ま
で
。

卷
末
に
醵
金
者
九
名
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。
次
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）

心
領
全
帙
卷
之
三
十
五
／
夢
中
覺
痘
乙
卷
／
目
次
」
あ
っ
て
、
脈
法
・
治
法
總

論
〜
諸
忌
名
目
・
避
穢
諸
法
を
記
す
。
卷
頭
に
「
夢
中
覺
痘
乙
卷
／
海
上
懶
翁

纂
輯
／
後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
す
。
以
下
本
文
は
脈
法
か
ら
始
ま
り
、
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眞
柳　

誠 

六
四

陰
刻
で
項
目
を
目
錄
同
樣
に
記
す
。
書
末
は
第
四
七
葉
で
、
末
尾
に
「
乙
卷

終
」
と
あ
る
。
漢
文
書
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、

四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
甲
（
乙
）
卷　

篇
名

通
卷
葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
〇
・
二
×
横
一
二
・
八
㎝
、
八
行
・

行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、
字
樣
は
明
正
統
〜

嘉
靖
版
に
似
る
。
稍
後
印
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國

家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
一
部
に
朱
點
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

本
書
「
夢
中
覺
痘
」
全
一
〇
卷
（『
醫
宗
心
領
』
卷
三
四
〜
四
三
）
は
痘
瘡

の
專
書
で
、
自
序
か
ら
一
七
七
三
年
前
後
の
成
立
と
分
か
る
。
他
機
關
の
別
本

に
よ
れ
ば
卷
三
六
丙
卷
目
次
末
行
に
嗣
德
三
四
年
（
一
八
八
一
）
の
刊
記
が
あ

る
。國

家
圖
書
館
の
當
本
で
は
『
醫
宗
心
領
』
卷
三
六
〜
六
〇
を
缺
き
、
卷
六
一

か
ら
存
す
る
。
つ
い
て
は
缺
卷
部
分
の
提
要
を
首
卷
凡
例
か
ら
以
下
に
拔
粹
し

て
お
く
。
卷
四
四
「
麻
疹
準
繩
集
。
諸
家
の
方
法
を
撰
じ
、
己
の
經
驗
・
訓
誡

を
附
す
」。
卷
四
五
「
心
得
神
方
集
。
先
師
馮
氏
『
錦
囊
』
中
の
新
製
祕
方
を

奉
じ
、
方
意
を
註
解
し
て
學
ぶ
者
を
し
て
奧
妙
を
深
明
せ
し
む
」。
卷
四
六
「
傚

倣
新
方
集
。
余
、
危
症
の
變
幻
百
出
に
方
な
く
法
ず
べ
き
も
の
と
、
そ
の
病
あ

り
て
そ
の
藥
な
き
も
の
に
臨
む
每
に
曲
盡
精
思
せ
ざ
る
を
得
ず
、
別
に
方
法
を

立
て
、
以
て
緩
急
に
應
酬
す
。
幸
い
病
の
去
る
こ
と
甚
速
を
得
ば
、
仍
り
て
こ

れ
を
存
し
、
以
て
未
だ
備
わ
ざ
る
に
備
う
」。
卷
四
七
〜
四
九
「
百
家
珍
藏
集
。

余
、
外
祖
公
傳
家
祕
方
を
奉
じ
、
ま
た
識
友
を
遍
求
し
て
日
增
月
積
し
た
る
を

門
類
に
別
分
し
、
每
に
醫
の
手
を
束
ぬ
る
處
に
屢
ば
奇
效
を
建
つ
こ
と
補
わ
ざ

る
を
な
さ
ず
」。
卷
五
〇
〜
五
七
「
行
簡
珍
需
集
。
本
草
の
諸
單
方
、
お
よ
そ

南
北
の
藥
品
に
便
あ
り
、
通
用
簡
易
す
べ
き
も
の
を
略
取
し
、
以
て
躻

に
應

酬
す
。
八
卦
の
名
目
を
以
て
列
し
、
以
て
査
究
に
便
す
。
最
愛
す
べ
く
は
眼
前

の
草
木
、
皆
く
通
ず
」。
卷
五
八
〜
六
〇
（
卷
五
八
の
み
存
し
、
刊
行
は
當
卷

の
み
か
）「
醫
方
海
會
集
。
諸
家
の
方
書
を
取
り
、
湯
丸
の
重
な
る
は
削
り
、

缺
く
は
增
し
、
日
の
一
卷
を
な
し
、
條
目
を
照
ら
し
分
け
、
以
て
一
覽
に
備

う
」。

R
.1110　

卷
六
一
・
六
二

刊
本
一
册
五
二
＋
四
五
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
五
・
五
×
幅
一
四
・
五
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・

天
邊
に
「
陽
案
陰
案
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）

心
領
陽
案
全
帙
卷
之
六
十
一
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯　

後
學
唐
郿
武
春
軒
奉

較
」
と
題
す
。
無
記
年
の
懶
翁
小
引
一
葉
あ
っ
て
、
自
分
は
も
と
儒
家
だ
っ
た

が
兵
亂
の
た
め
母
籍
の
香
山
に
逃
れ
、
雲
水
と
の
緣
で
醫
に
入
り
、
僅
か
に
效

驗
あ
っ
た
醫
案
を
一
身
一
家
の
龜
卜
の
た
め
に
集
め
た
と
い
う
。
次
に
目
次
半

葉
あ
っ
て
、
消
渴
案
・
陰
虛
頭
痛
案
・
妊
娠
霍
亂
案
〜
脇
痛
脹
悶
案
・
關
格

案
・
産
難
案
ま
で
を
記
す
。
本
文
頭
に
題
な
く
、
陰
刻
の
項
目
が
目
次
同
樣
に

消
渴
案
か
ら
始
ま
り
、
第
五
二
葉
に
「
醫
陽
案
卷
終
（
陰
刻
）」
を
記
す
。
卷

末
に
醵
金
者
名
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。
次
に
「
新

海
上
醫
宗
（
缺
筆
）
心

領
全
帙
陰
案
卷
之
六
十
二
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯　

後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」

と
題
す
。
無
記
年
の
懶
翁
小
引
一
葉
半
あ
っ
て
、
儒
か
ら
醫
に
轉
じ
て
十
餘
年

と
い
い
、
醫
に
志
す
後
の
君
子
の
た
め
に
活
人
の
「
陽
案
」
以
外
に
不
治
の

「
陰
案
」
一
卷
を
述
べ
、「
醫
病
、
不
醫
命
」
説
へ
の
反
論
と
す
る
と
い
う
。
目
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

六
五

次
半
葉
に
陰
亡
陽
竭
案
・
傷
暑
單
熱
亡
陰
案
〜
氣
血
倶
虛
痘
案
・
虛
癆
案
を
記

す
。
本
文
に
題
な
く
、
陰
刻
の
項
目
が
目
次
同
樣
に
あ
る
。
書
末
第
四
五
葉
に

醵
金
者
五
名
あ
り
、
末
尾
に
「
醫
陰
案
卷
終　

山
陽
太
保
院
弟
子
奉
書
」
と
記

す
。
漢
文
の
書
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙

邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
陽
（
陰
）
案
卷　

篇
名　

通

卷
葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
〇
・
〇
×
横
一
二
・
七
㎝
、
八
行
・

行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、
稍
後
印
。
字
樣
は

明
正
統
版
に
似
る
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書

館
）
の
藏
印
記
。
一
部
に
朱
點
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

當
卷
六
一
・
六
二
は
懶
翁
自
身
の
效
驗
と
不
治
の
醫
案
集
で
、
雙
方
と
も
病

症
・
診
斷
・
治
法
・
變
遷
ほ
か
を
詳
細
に
記
す
。
自
序
か
ら
す
る
と
一
七
七
〇

年
頃
の
成
立
で
、
刊
年
は
不
詳
。
當
本
首
卷
の
總
目
錄
は
兩
者
を
卷
五
九
と
六

〇
と
記
す
が
、
修
刻
後
印
本
の
首
卷
目
錄
で
は
卷
六
一
・
六
二
に
作
る
。

R
.1111　

卷
六
三

刊
本
一
册
四
七
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
黃
色
中
手
表
紙
、
書
高
二
七
・

〇
×
幅
一
五
・
六
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・
天
邊
に
「
懶
翁

格
言
上
下
／
參
柒
之
／
參
拾
陸
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫

宗
（
缺
筆
）
珠
玉
格
言
卷
六
十
三
」
と
題
す
る
。
以
下
に
無
記
年
の
懶
翁
小
引

一
葉
あ
っ
て
、
こ
の
上
下
二
卷
を
讀
ん
だ
客
人
が
「
珠
玉
格
言
篇
」
と
題
し
た

と
記
す
。
目
次
な
く
、
本
文
頭
に
「
珠
玉
格
言
上
篇　

珠
玉
格
言
下
篇
」
と
題

す
。
上
篇
は
命
門
の
火
と
六
味
丸
・
八
味
丸
の
説
か
ら
始
ま
り
、
陰
陽
虛
實
・

藏
象
・
藥
性
・
四
診
・
治
法
・
病
理
・
醫
方
・
調
劑
・
禁
忌
な
ど
に
對
す
る
懶

翁
の
格
言
と
論
を
第
二
〇
葉
オ
モ
テ
ま
で
記
す
。
第
二
〇
葉
ウ
ラ
に
「
珠
玉
格

言
下
篇
」
と
題
し
、
以
下
は
直
接
本
文
で
上
篇
同
樣
に
醫
藥
（
人
乳
・
鹿
角
・

人
參
の
藥
論
、
製
藥
法
な
ど
）
の
格
言
と
論
が
第
四
三
葉
ま
で
あ
る
。
第
四
四

葉
に
「
附
錄
傳
心
祕
旨
補
遺
」
と
題
し
、
書
末
四
七
葉
ま
で
吐
瀉
の
治
法
と
加

減
を
記
す
。
卷
末
に
醵
金
者
名
な
し
。
跋
・
識
語
な
し
。
漢
文
の
書
。
料
紙
は

薄
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向

黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
珠
玉
上
篇
（
下
）　

通
卷
葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡

郭
、
縱
一
九
・
九
×
横
一
二
・
七
㎝
、
八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二

一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、
字
樣
は
嘉
靖
萬
曆
閒
の
坊
刻
版
に
似
る
。
先
印
で

文
字
鮮
明
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
と

不
詳
の
藏
印
記
。
朱
點
ほ
か
な
し
。
や
や
蟲
損
あ
り
、
破
損
な
し
。

當
卷
六
三
は
懶
翁
自
身
の
經
驗
を
踏
ま
え
た
醫
療
全
般
の
精
髓
を
集
約
し
た

書
。
附
錄
の
補
遺
か
ら
し
て
も
、「
傳
心
祕
旨
」
が
本
來
の
書
名
だ
っ
た
ら
し

い
。
第
二
七
葉
の
「
治
傷
寒
以
救
陰
爲
主
。
寒
能
泣
血
、
血
虛
而
久
熱
」「
治

中
風
以
壯
水
爲
先
。
風
先
入
肝
、
肝
虛
則
筋
急
」
の
格
言
は
、
傷
寒
・
中
風
に

も
補
陰
を
強
調
し
て
い
て
獨
特
。
こ
れ
は
吳
有
性
『
溫
疫
論
』
の
發
展
と
い

え
、
何
か
の
閒
接
的
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
當
本
首
卷
の
總
目
錄
は
醫

陰
案
・
醫
陽
案
の
後
の
卷
六
一
（
修
刻
後
印
本
で
は
六
三
に
作
る
）
に
「
傳
心

祕
旨
」
を
配
し
、
首
卷
凡
例
で
は
「
傳
心
祕
旨
集
。
凡
書
中
之
義
理
精
髓
、
辯

論
詳
悉
庶
得
、
爲
擇
術
之
精
焉
」
と
記
す
。
ま
た
修
刻
後
印
本
の
首
卷
總
目
錄

で
は
尾
卷
の
上
方
に
「
卷
六
四　

問
策
集
」
を
補
刻
す
る
が
、
現
存
す
る
本
書

に
當
卷
は
見
あ
た
ら
ず
、
未
刊
に
終
わ
っ
た
ら
し
い
。
ベ
ト
ナ
ム
で
「
問
策
」

は
「
策
問
」
と
も
書
き
、
設
問
に
答
え
る
形
式
の
小
論
文
な
の
で
、
問
は
文
、
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眞
柳　

誠 

六
六

策
は
作
に
通
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

R
.1112　

卷
之
尾

刊
本
一
册
九
七
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
黃
色
中
手
表
紙
、
書
高
二
七
・

〇
×
幅
一
五
・
五
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
く
、
書
根
・
天
邊
に
「
懶
翁
記

事
／
被
召
至
放
歸
／
參
柒
之
參
柒
」
を
縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
「
新

海
上
醫

宗
（
缺
筆
）
心
領
全
帙
上
京
記
事
卷
之
尾
／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
輯　

後
學
唐

郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
す
。
以
下
に
景
興
甲
辰
（
四
五
）
年
（
一
七
八
四
）
の

蕉
山
居
士
號
小
竹
齋
序
一
葉
半
あ
っ
て
、
友
人
か
ら
懶
翁
心
領
一
帙
を
授
け
ら

れ
、
そ
の
末
尾
に
學
醫
二
〇
年
の
懶
翁
が
敕
命
で
壬
寅
年
（
景
興
四
三
、
一
七

八
二
）
に
護
衞
兵
つ
き
で
上
京
し
て
王
に
湯
藥
を
奉
じ
、
諸
官
と
詩
文
を
交
わ

し
た
「
上
京
記
事
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
序
す
、
と
記
す
。
以
下
は
一
七
八
二
年

一
月
一
二
日
か
ら
始
ま
る
懶
翁
の
日
記
風
記
事
で
、
本
名
は
黎
有
卓
、
母
籍
の

香
山
縣
情
艶
社
に
居
住
と
記
す
。
あ
と
は
上
京
途
中
、
王
・
皇
后
ほ
か
諸
人
の

治
療
、
詩
文
の
交
換
、
翌
年
一
一
月
二
日
に
歸
郷
す
る
ま
で
の
詳
細
を
、
會
話

ま
で
記
錄
し
た
記
事
が
續
く
。
文
中
に
醫
道
三
〇
年
を
集
成
し
た
心
領
一
帙
を

私
傳
せ
ず
、
上
京
を
機
會
に
世
に
公
開
し
た
い
と
記
す
。
末
尾
の
第
九
七
葉
オ

モ
テ
に
「
皇
朝
景
興
四
十
四
年
癸
卯
（
一
七
八
三
）
仲
冬
記
〔
上
京
記
事
終
〕」

と
記
し
、
ウ
ラ
は
白
紙
。
卷
末
に
醵
金
者
名
な
し
。
跋
・
識
語
な
し
。
大
部
分

は
漢
文
の
書
。
料
紙
は
薄
葉
ゾ
ー
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙
邊
、

版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
記
事
尾
卷　

通
卷
葉
次
」
を
刻

す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
〇
・
一
×
横
一
二
・
七
㎝
、
八
行
・
行
二
一
字
、
小

字
雙
行
・
行
二
一
字
。
一
九
世
紀
刊
本
で
、
字
樣
は
序
文
の
み
明
朝
體
で
、
本

文
は
明
の
正
統
〜
嘉
靖
版
に
似
る
。
先
印
で
文
字
鮮
明
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
と
不
詳
の
藏
印
記
。
朱
點
ほ
か
な
し
。

や
や
蟲
損
と
破
損
あ
り
。

當
卷
之
尾
は
懶
翁
が
王
（
顯
宗
）
の
治
療
に
召
さ
れ
、
昇
龍
（
ハ
ノ
イ
）
に

上
京
し
、
歸
郷
す
る
ま
で
の
約
二
年
閒
を
日
記
に
基
づ
き
記
錄
し
た
書
。
成
立

は
序
の
一
七
八
四
年
、
刊
年
は
未
詳
。
こ
の
時
ま
で
に
集
成
し
て
い
た
『
醫
宗

心
領
』
も
携
行
し
て
い
る
の
で
、
上
京
を
機
會
に
本
書
の
傳
寫
本
が
作
成
さ

れ
、
出
版
前
か
ら
一
部
に
流
布
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

R
.1113

�1173

��
新

海
上
懶
翁
�
醫
宗
心
領
全
帙
�

多
數
の
た
めR

.1148

の
み
調
査
。
刊
本
一
册
七
九
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
包
背
原
眼

裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書
高
二
四
・
四
×
幅
一
四
・
五
㎝
。
帙
な

し
。
外
題
・
背
記
な
い
が
、
天
邊
・
書
根
に
「
海
上
卷
／
三
十
三
／
幼
幼
須

知
」
を
縱
書
き
墨
書
。
目
錄
半
葉
に
「
新
鐫
海
上
醫
宗
心
領
全
帙
卷
之
三
十
三

／
火
卷
目
次
」
と
題
し
、
總
論
・
辨
原
論
〜
調
補
脾
肺
方
・
兒
科
列
方
あ
り
。

裏
に
「
樂
生
篇
曰
、
天
厚
於
人
…
以
形
容
／
黎
氏
別
號
懶
翁
撰
」
の
類
序
あ

り
、
末
尾
に
「
板
留
在
武
江
縣
大
壯
社
同
人
寺
」。
卷
首
に
「
幼
幼
須
知
火
卷

／
海
上
懶
翁
黎
氏
纂
集
／
後
學
唐
郿
武
春
軒
奉
較
」
と
題
し
、
以
下
本
文
。
第

二
〇
葉
末
尾
に
「
樂
生
篇
終
」、
第
二
一
葉
に
「
兒
科
諸
方　

該
二
百
三
十
七

方
」
と
記
し
、
各
方
は
方
名
上
に
通
し
番
號
あ
り
。
卷
末
に
醵
金
者
五
名
と
金

額
を
列
記
し
、
內
二
名
は
「
梓
木
一
株
」
も
寄
附
す
る
。
漢
文
の
書
。
跋
・
識

語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ゾ
ー
紙
で
、
全
體
に
や
や
黃
變
す
る
。
有
界
、
四
周
雙

邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
魚
尾
閒
に
「
火
卷　

篇
名　

葉
次
」
を
刻
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

六
七

す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
一
・
七
×
横
一
二
・
五
㎝
、
八
行
・
行
二
三
字
、
小

字
雙
行
・
行
字
。
一
九
世
紀
の
刊
本
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 

G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
等

な
し
。
蟲
損
な
く
、
破
損
。

R
.1148

は
『
醫
宗
心
領
』
小
兒
科
部
分
「
幼
幼
須
知
」
末
尾
の
卷
三
三
。

R
.1704

��
海
上
懶
翁
�
心
傳
秘
決
新
書
�

「
海
上
懶
翁
卷
之
壹
心
傳
秘
決
新
書
／
珠
玉
格
言
篇
上
」
と
題
す
る
書
末
を

缺
く
寫
本
で
、
本
書
刊
本
卷
六
三
に
該
当
す
る
。
時
閒
の
都
合
で
他
事
項
の
調

査
を
割
愛
。

R
.1556

�
慧
靖
著
�
洪
義
覺
斯
醫
書
下
�

刊
本
一
册
二
九
＋
三
二
＋
二
四
葉
。
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
、
絲
切
れ
、
表
紙

缺
、
書
高
二
六
・
四
×
幅
一
五
・
五
㎝
。
帙
な
く
、
綠
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包

む
。
外
題
な
く
、
書
根
・
頭
に
「
南
藥
正
本
卷
下
」
を
横
書
き
墨
書
。
序
・
目

錄
な
し
。
卷
首
に
「
洪
義
覺
斯
醫
書
卷
下
／
洪
義
堂
宿
禪
慧
靖
著
／
東
開
／
槐

衙
／
逸
士
黎
德
全
法
晟
抄
錄
」
と
題
し
、
以
下
本
文
は
「
十
三
方
加
減
」
よ
り

始
ま
る
漢
喃
文
書
。
一
・
不
換
金
、
二
・
二
陳
湯
、
三
・
參
蘇
、
四
・
四
物
湯
、

五
・
五
苓
散
、
六
・
玄
武
湯
、
七
・
香
蘇
、
八
・
小
柴
胡
、
九
・
靈
驗
對
金
、

一
〇
・
十
神
湯
、
一
一
・
烏
藥
順
氣
、
一
二
・
五
積
、
一
三
・
四
君
子
湯
の
方

論
が
第
二
九
葉
ま
で
。
次
に
無
記
年
・
無
記
名
の
「
醫
書
慧
靖
重
刊
謹
序
」
二

葉
、「
傷
寒
格
法
治
例
目
錄
」
一
葉
（
祕
用
三
十
七
法
就
註
三
十
七
槌
法
〜
加

減
續
命
湯
・
黃
連
消
毒
飮
）
あ
り
。
卷
頭
に
「
傷
寒
格
法
治
例
卷
之
下
／
上
古

老
禪
弘
（
缺
筆
）
敞
無
擇
慧
靖
撰
集
」
と
題
し
、
本
文
は
祕
用
三
十
七
法
就
註

三
十
七
槌
法
か
ら
。
漢
喃
文
で
明
・
陶
華
『
傷
寒
六
書
』
に
あ
る
「
殺
車
」「
槌

法
」
の
語
彙
も
使
い
、
第
一
方
は
升
麻
發
表
湯
（
麻
黃
湯
加
減
）
で
、
第
三
七

方
の
黃
連
消
毒
飮
ま
で
三
二
葉
。
末
行
に
「
傷
寒
三
十
七
法
幷
三
十
七
槌
法
卷

之
下
」
を
記
す
。
次
に
「
症
治
方
法　

屬
卷
下
」
と
題
し
、
漢
喃
文
で
求
醫
問

答
要
訣
・
治
痢
要
訣
・
治
泄
要
訣
・
治
孕
婦
胎
熱
似
痢
要
訣
・
治
轉
胞
要
訣
・

産
後
血
塊
□
痛
要
訣
・
崩
漏
要
訣
・
吐
血
要
訣
ほ
か
の
論
と
治
方
が
二
四
葉
ま

で
存
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ゾ
ー
紙
で
、
や
や
黃
變
。
無
界
、
四
周

單
邊
、
版
心
白
口
・
無
魚
尾
、
版
心
に
「
十
三
方
（
傷
寒
・
提
綱
）　

葉
次
」

を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
一
八
・
五
×
横
一
三
・
〇
㎝
、
一
〇
行
・
行
一
六

字
、
小
字
な
し
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）

の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
や
や
破

損
。方

論
・
傷
寒
治
方
・
婦
人
科
の
書
。
惠
靖
（
一
三
三
〇
〜
一
三
八
五
〜
？
）

は
陳
代
を
代
表
す
る
醫
家
で
、
本
書
二
卷
は
黎
朝
の
侍
內
府
が
慧
靖
の
著
と
し

て
一
七
一
七
年
に
編
刊
。
上
卷
に
『
南
藥
國
語
賦
』『
直
解
指
南
藥
性
賦
』
を

收
め
る
が
、
國
家
圖
書
館
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
當
下
卷
の
『
十
三
方
加
減
』

は
元
・
徐
和
用
『
加
減
十
三
方
』（
一
四
一
三
初
版
）
を
、『
傷
寒
格
法
治
例
』

は
明
・
陶
華
『
傷
寒
六
書
』（
一
五
二
二
初
版
）
中
の
『〔
傷
寒
家
祕
〕
殺
車
槌

法
』
を
漢
喃
文
に
し
た
の
が
明
ら
か
で
、
慧
靖
に
假
託
し
た
一
六
〜
一
八
世
紀

の
付
加
だ
ろ
う
。
末
尾
に
あ
る
『
症
治
方
法
』
は
ベ
ト
ナ
ム
醫
書
の
特
徴
と
い

え
る
痢
や
泄
か
ら
始
ま
る
の
で
、
あ
る
い
は
惠
靖
の
著
に
基
づ
く
か
。
當
本
は

恐
ら
く
一
九
世
紀
の
刊
本
。
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眞
柳　

誠 

六
八

�
合
抄
�

R
.218

�
六
味
加
減
法
�

寫
本
一
册
六
五
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
綠
色
中
手
新
表
紙
、
書
高

二
八
・
五
×
幅
一
七
・
〇
㎝
。
帙
・
外
題
ほ
か
な
し
。
原
表
紙
・
書
頭
一
六
葉

と
書
末
を
缺
き
、
序
・
目
錄
な
し
。
內
題
な
く
、
存
第
一
葉
「
方
用
之
、
…

易
增
減
也
／
六
味
加
減
法
」
か
ら
始
ま
る
。
以
下
に
方
論
あ
っ
て
、
第
四
葉
ウ

ラ
に
「
本
集
諸
方
按
引
卷
之
三
」
と
題
す
る
無
記
年
・
無
記
名
の
序
に
、
速
效

の
方
を
集
め
て
「
新
方
」
と
名
付
け
る
と
記
す
。
第
五
葉
に
「
方
案
本
集
目
錄
」

あ
っ
て
、
培
土
固
中
方
・
滋
水
潤
燥
方
〜
保
火
丸
・
石
膏
散
を
記
す
。
第
六
葉

ウ
ラ
よ
り
培
土
固
中
方
・
滋
水
潤
燥
方
…
の
方
論
あ
っ
て
、
第
四
三
葉
の
石

膏
散
ま
で
。
第
四
四
葉
に
「
醫
海
大
成
外
感
通
治
海
上
懶
翁
纂
輯
」
と
題
し
、

心
得
論
二
葉
半
あ
り
。
第
四
六
葉
に
「
祕
旨
本
集
目
錄
」
あ
り
、
珠
玉
格
言
上

篇
・
同
下
篇
〜
辨
一
症
之
中
有
虛
有
實
共
二
十
八
條
・
辨
可
治
病
汗
禁
方
術
を

記
す
。
第
四
七
葉
に
「
海
上
懶
翁
心
傳
祕
旨
」
と
題
し
、
珠
玉
格
言
上
篇
か
ら

同
下
篇
の
途
中
第
六
五
葉
ま
で
存
す
る
。
漢
文
の
書
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙

は
薄
葉
ゾ
ー
紙
で
、
相
當
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
、
版
心
に
葉

次
を
寫
し
、
欄
上
に
現
存
葉
次
を
記
入
。
每
半
葉
、
九
行
・
行
約
二
六
字
、
小

字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏

印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
等
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
版
心
切
れ

と
破
損
は
甚
大
。

『
本
集
諸
方
按
』
卷
三
新
方
お
よ
び
海
上
懶
翁
『
醫
宗
心
領
』
卷
六
三
珠
玉

格
言
か
ら
の
拔
抄
で
、
方
論
と
醫
論
の
書
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
。

R
.221

�
南
天
藥
性
賦
�

　

寫
本
一
册
七
八
頁
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
厚
手
表

紙
、
書
高
二
六
・
七
×
幅
一
五
・
五
㎝
。
帙
な
く
、
綠
色
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包

む
。
外
題
・
背
書
な
し
。
序
・
目
錄
な
し
。
卷
首
に
內
題
な
く
「
南
天
藥
性

賦
」
と
題
す
る
藥
性
賦
六
葉
あ
り
、
漢
文
に
小
字
の
字
喃
で
注
記
。
以
下
本
文

は
「
南
天
藥
性　

卯
堂
新
撰
近
用
」
と
題
す
る
漢
文
の
七
葉
で
、
藥
名
と
藥
性

を
大
書
、
小
字
で
各
家
藥
論
・
應
用
を
記
す
。
柴
胡
・
南
星
・
前
胡
・
香
附
・

紫
蘇
・
葛
根
・
薄
河
（
マ
マ
）・
荊
芥
・
藿
香
・
白
芷
の
順
で
、
扁
豆
・
萆
薢
・

薏
苡
・
車
前
子
ま
で
。
注
記
に
は
東
垣
・
仲
景
・
丹
溪
・
日
花
（
華
）・
本
草
・

易
老
・
唐
本
を
引
く
の
で
、
參
照
は
『
本
草
綱
目
』
な
い
し
『
證
類
本
草
』

と
『
東
垣
十
書
』
の
可
能
性
あ
り
。
さ
ら
に
「
藥
性
歌
括　

共
貳
百
四
十
味
」

と
題
し
、
人
參
・
黃
耆
・
白
朮
・
茯
苓
・
甘
草
・
當
歸
・
川
芎
の
順
で
、
各
藥

一
行
に
氣
味
と
一
二
字
の
主
治
を
漢
文
一
六
葉
に
記
す
。
加
工
等
は
小
字
で
注

記
。
末
尾
は
天
靈
蓋
・
人
乳
・
童
便
・
生
薑
ま
で
。
次
に
「
增
補
南
天
藥
性
」

一
葉
あ
り
、
漢
文
で
土
茯
苓
・
萆
薢
・
松
節
・
雲
母
を
記
す
。
次
い
で
「
家
傳

治
痘
演
音
」
一
六
葉
あ
っ
て
、
痘
疹
治
療
を
漢
喃
文
で
一
論
〜
七
論
ま
で
記

す
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ゾ
ー
紙
で
多
く
版
心
切
れ
し
、
全
體
に
黃

變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
每
半
葉
、
約
八
行
・
行
約
二
〇
字
、
小
字

雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印

記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

『
南
天
藥
性
』『
藥
性
歌
括
』『
家
傳
治
痘
演
音
』
か
ら
な
る
合
寫
本
。
一
九
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

六
九

世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.474

�
脈
法
�

寫
本
一
册
七
七
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
八
・
三
×
幅
一
七
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
書
頭

に
亂
葉
あ
り
、
こ
れ
を
復
元
し
て
記
す
。
オ
モ
テ
部
分
を
缺
く
半
葉
の
第
四
葉

に
「
新
□
（
撰
？
）
聚
寶
書
卷
序
」
と
題
し
、「
醫
家
德
光
府
（
今
の
義
安
省
）

眞
福
縣
勇
决
社
祖
科
兼
良
醫
歸
依
三
寶
嚴
師
（
謹
□
／
集
撰
）…
」、
第
三
葉
に

「
民
生
而
知
之
…
亦
助
國
」、
第
二
葉
に
「
一
囊
之
處
…
故
曰
聚
寶
脈
書
…
補

益
云
耳
」
の
序
。
そ
の
ウ
ラ
に
「
脈
法
目
籙　

阮
□
師
謹
撰
籙
載
下
」
と
題
し
、

「
左
手
仰
掌
圖
・
右
手
仰
掌
圖
〜
腎
臟
主
病
歌
・
肺
臟
脈
歌
」、
第
一
葉
に
「
肺

臟
主
病
歌
・
脾
臟
脈
歌
〜
增
補
訣
年
月
病
死
歌
・
增
補
訣
日
脈
病
死
歌
」
の
目

錄
、
裏
に
左
手
仰
掌
圖
あ
り
。
手
掌
の
四
圖
の
う
ち
二
圖
は
潔
古
脈
訣
よ
り
引

用
・
補
入
。
七
表
八
裏
の
脈
圖
（
運
氣
圖
樣
）
は
多
く
叔
和
脈
訣
か
ら
で
、
第

一
六
葉
ま
で
圖
説
あ
り
。
こ
れ
ら
圖
は
樣
式
化
さ
れ
る
の
で
、
刊
本
に
基
づ
く

筆
寫
と
推
定
で
き
る
。
第
一
七
葉
か
ら
の
本
文
は
漢
喃
文
で
七
診
法
訣
脈
歌
・

九
候
應
部
脈
歌
訣
と
あ
り
、
第
五
四
葉
オ
モ
テ
ま
で
。
同
ウ
ラ
よ
り
脈
辨
・
新

刪
國
語
脈
訣
・
重
訂
保
産
經
驗
國
語
・
炮
製
國
語
歌
が
あ
り
、
第
七
七
葉
の
書

末
に
は
病
症
と
治
法
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ゾ
ー
紙
で
、
全
體

に
黃
變
し
、
多
く
版
心
切
れ
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
上
邊
に
葉
次
を
鉛

筆
書
き
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
二
五
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、

書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
や
や
破
損
。

『
聚
寶
脈
書
』『
脈
辨
』『
新
刪
國
語
脈
訣
』『
重
訂
保
産
經
驗
國
語
』「
炮
製

國
語
歌
」
の
拔
抄
書
。
訣
を
訳
に
書
く
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.692

�
加
減
十
三
方
�

寫
本
一
册
一
一
一
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
九
・
三
×
幅
一
六
・
五
㎝
。
帙
・
外
題
ほ
か
な
し
。
書
頭
を
缺

き
、
序
・
目
錄
な
し
。
內
題
な
く
、
本
文
は
雜
多
な
治
方
を
漢
喃
文
で
列
記
す

る
。
第
一
〇
葉
に
「
華
陀
眞
人
瘡
脈
論
」
と
題
し
、
漢
文
で
癰
疽
等
の
論
と
治

方
。
第
三
六
葉
に
「
銀
海
精
微
卷　

五
輪
八
廓
總
論
」
と
題
し
、
漢
文
で
眼

科
の
治
方
。
第
四
六
葉
に
「
家
傳
神
仙
經
驗
妙
藥
神
機
」、
第
五
二
葉
ウ
ラ
に

「
家
傳
經
驗
目
痛
神
機
」、
第
五
九
葉
ウ
ラ
に
「
以
上
諸
方
藥
家
傳
經
驗
妙
藥
神

機
祕
訣
完
卷
共
□
張
」
と
記
す
。
第
六
〇
葉
に
叔
和
脈
訣
、
第
六
四
葉
に
臟
腑

脈
訣
、
第
六
五
葉
ウ
ラ
に
死
生
脈
詩
、
第
七
五
葉
に
海
上
懶
翁
心
傳
祕
旨
を
記

し
、
第
八
二
葉
ま
で
醫
書
。
第
八
三
葉
に
「
前
赤
壁
賦　

南
年
壬
戌
…
」
と
題

し
、
第
八
四
葉
ウ
ラ
ま
で
。
次
に
送
貧
祭
文
、
第
一
〇
二
葉
に
「
誠
齋
黎
先
生

六
旬
雙
壽
門
生
賀
帳
文
」
あ
っ
て
書
末
第
一
一
一
葉
ま
で
漢
文
で
記
す
。
跋
・

識
語
な
し
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
僅
か
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無

魚
尾
。
下
欄
に
葉
次
を
記
入
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
二
四
字
、
小
字
雙
行
。

四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全

書
に
書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

『
銀
海
精
微
』『
家
傳
經
驗
妙
藥
神
機
祕
訣
』「
脈
訣
書
」、
お
よ
び
非
醫
學
の

「
前
赤
壁
賦
」「
誠
齋
黎
先
生
六
旬
雙
壽
門
生
賀
帳
文
」
な
ど
雜
多
な
拔
抄
か
ら

な
る
合
寫
本
で
、「
加
減
十
三
方
」
の
書
名
は
不
適
切
。
二
〇
世
紀
の
筆
寫
だ
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眞
柳　

誠 

七
〇

ろ
う
。

R
.1199

�
藥
性
賦
�

寫
本
一
册
一
三
五
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
八
・
四
×
幅
一
六
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
序
・

目
錄
な
し
。
書
頭
に
「
藥
性
賦
」
と
題
す
。
以
下
本
文
は
「
醫
道
甚
大
、
藥
性

極
靈
、
辨
寒
温
平
熱
之
性
、
察
草
木
土
石
之
形
…
」
と
記
し
、
黃
耆
・
人
參
・

白
朮
・
赤
芍
・
茯
苓
・
地
黃
…
の
順
で
、
氣
味
と
六
字
の
藥
性
を
漢
文
で
記

す
。
末
尾
は
…
蘇
木
・
藿
香
・
神
曲
（
麹
）・
青
蒿
・
淡
竹
で
、「
以
上
藥
性

之
敷
陳
、
妙
在
學
人
之
熟
讀
、
定
君
臣
佐
使
…
」
を
記
す
。
次
に
「
直
解
指
南

藥
賦
」
と
題
し
、「
天
書
粤
（
越
）
定
南
邦
、
土
産
有
殊
北
國
」
と
述
べ
て
治

法
ご
と
の
藥
味
を
列
記
す
る
。
次
に
「
澤
園
門
傳
集
要
書　

十
三
篇
／
上
七
篇

　

羅
浚
佐
領
官
先
生
著
／
下
六
編　

澤
園
先
生
續　

先
生
春
澤
社
人
」
と
題

し
、
吐
瀉
門
第
一
か
ら
癰
疽
門
第
十
三
ま
で
の
論
治
を
漢
喃
文
で
記
す
。
次
に

別
筆
で
「
醫
學
目
錄
／
北
寧
太
醫
院
阮
三
／
所
撰
」
と
題
し
、
上
下
二
段
に
分

け
て
病
門
別
の
論
と
治
方
を
中
風
部
〜
婦
人
部
ま
で
と
附
錄
を
漢
喃
文
で
記

す
。
次
に
「
諸
病
主
藥
」
と
題
し
、
症
候
別
藥
味
を
二
段
に
列
記
。
ま
た
臟
腑

別
の
補
寫
温
涼
藥
、
無
關
係
の
醫
方
を
記
す
。
次
に
「
增
補
八
陣
新
方
詩
歌
輯

要
」
と
題
し
、
補
陣
〜
因
陣
ま
で
處
方
の
主
治
・
藥
味
の
歌
訣
を
記
し
、『
景

岳
全
書
』
の
影
響
あ
り
。
以
下
に
妊
娠
禁
服
・
五
臟
虛
實
補
寫
・
觀
形
察
色
・

聴
聲
審
音
・
脈
訣
ほ
か
の
詩
訣
、
藏
象
・
人
身
賦
・
用
藥
賦
な
ど
を
漢
喃
文
・

漢
文
で
記
す
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ゾ
ー
紙
で
、
一
部
黃
變
す
る
。

無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
、
下
邊
に
通
し
葉
次
を
鉛
筆
書
き
。
每
半
葉
、
八
行
・

行
約
二
五
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國

家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な

く
、
僅
か
に
破
損
。

『
藥
性
賦
』、
慧
靖
『
直
解
指
南
藥
賦
』、
羅
浚
佐
・
澤
園
先
生
『
澤
園
門
傳

集
要
書
』、
阮
三
『
醫
學
目
錄
』、『
增
補
八
陣
新
方
詩
歌
輯
要
』
ほ
か
の
拔
抄

か
ら
な
る
合
寫
本
。
筆
寫
は
比
較
的
丁
寧
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.1679

�
藥
性
賦
�

寫
本
一
册
六
四
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
表
紙
を
脱
落
し
、
綠
色
厚

紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。
書
高
二
八
・
五
×
幅
一
六
・
〇
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・

背
書
、
序
・
目
錄
な
し
。
卷
首
に
「
藥
性
賦　

略
述
主
治
大
概
／
寶
亭
居
士
堅

如
甫
撰
」
と
題
す
。
以
下
本
文
は
「
百
般
草
木
、
萬
種
禽
獸
、
陰
陽
之
氣
有

別
、
上
下
之
品
不
同
、
其
味
…
」
と
漢
文
で
記
し
、
白
朮
・
人
參
・
茯
神
・
遠

志
・
酸
棗
の
順
で
主
治
を
數
文
字
で
述
べ
、
第
一
〇
葉
の
伏
翼
・
壁
賊
・
喜
雀

ま
で
。
續
け
て
常
合
藥
・
禁
忌
・
七
情
、
第
一
二
葉
の
末
尾
に
「
則
醫
家
遜

席
、
萬
病
回
春
、
雖
和
扁
名
醫
、
不
能
以
擅
美
於
前
代
。
藥
性
賦
完　

成
終

畢
」
と
記
す
。
次
に
「
經
穴
撮
要
略
編　

按
醫
學
云
」
と
題
す
漢
文
の
經
脈
流

注
が
第
一
四
葉
ま
で
。
次
に
「
血
氣
灌
注
十
二
經
絡
晝
夜
週
而
復
始
歌
」
が
漢

喃
文
で
第
一
六
葉
ま
で
。
第
一
七
葉
に
漢
文
の
造
射
（
麝
）
香
法
、
第
一
八
葉

に
「
何
氏
祖
傳
三
十
六
種
實
籙
／
本
方
專
治
三
十
六
種
瘋
…
」
と
題
し
、
漢
文

で
第
三
三
葉
ま
で
。
次
に
漢
文
の
「
家
傳
集
驗
良
方
」
が
第
三
五
葉
ま
で
。
以

下
は
非
醫
書
と
の
合
册
で
、
書
末
ま
で
主
に
占
術
・
詩
論
を
記
す
が
、
第
四
四

〜
四
六
葉
の
み
漢
文
の
「
家
傳
藥
方
」。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

七
一

紙
で
、
や
や
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
上
邊
に
葉
次
を
鉛
筆
書
き
。

每
半
葉
、
約
六
行
・
行
二
〇
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / 

Q
U

O
C

 G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き

入
れ
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
あ
り
。

寶
亭
居
士
堅
如
甫
撰
『
藥
性
賦
』、「
經
穴
撮
要
略
編
」『
何
氏
祖
傳
三
十
六

種
實
籙
』『
家
傳
集
驗
良
方
』「
家
傳
藥
方
」
と
非
醫
書
か
ら
拔
抄
の
合
寫
本
。

一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.1895

�
直
解
指
南
性
藥
賦
�

寫
本
一
册
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書
高

二
八
・
九
×
幅
一
六
・
〇
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
內
封
に
「
世
醫

家
傳
德
旺
阮
四
民
」
を
墨
書
。
序
・
目
錄
な
し
。
卷
首
に
「
直
解
指
南
性
藥
賦
」

と
題
し
、「
欲
惠
生
民
、
先
尋
性
（
聖
）
藥
、
天
書
粤
（
越
）
定
南
邦
、
土
産

有
殊
北
國
…
」
と
述
べ
て
治
法
ご
と
の
藥
味
を
漢
文
で
列
記
す
る
（R

.1199

本

に
ほ
ぼ
同
）。
次
に
「
性
藥
賦
」
と
題
し
、
以
下
本
文
は
「
醫
道
甚
大
、
藥
用

極
靈
、
辨
寒
温
平
熱
之
性
、
察
土
木
草
石
之
名
…
」
と
記
し
、
黃
耆
・
人
參
・

白
朮
・
赤
芍
・
茯
苓
・
地
黃
の
順
で
、
氣
味
と
六
字
の
藥
性
を
連
續
し
て
漢
文

で
記
す
。
末
尾
は
…
蘇
木
・
霍
香
・
神
曲
（
麹
）・
青
膏
（
蒿
）・
淡
竹
ま
で

あ
り
、「
以
上
藥
性
之
條
陳
、
妙
在
學
人
之
熟
讀
、
爲
君
爲
臣
爲
佐
爲
使
…
」

を
記
す
（R

.1199

本
に
ほ
ぼ
同
）。
次
に
「
氣
味
篇
」
一
葉
弱
は
漢
文
で
金
元

流
の
氣
味
論
。
次
に
「
性
藥
歌
」
と
題
し
、
温
性
・
寒
性
・
熱
性
・
甘
味
・
辛

味
・
苦
味
・
鹹
味
・
酸
味
・
平
味
・
寒
涼
味
に
分
類
し
た
各
藥
の
氣
味
・
主

治
・
加
工
等
を
漢
文
一
〜
二
行
で
記
す
（
漢
喃
研
究
所
のV

H
v.2951

『
藥
品

寒
性
賦
』
と
類
似
）。
次
に
七
表
八
裏
九
道
脈
名
の
漢
文
脈
診
論
、
漢
文
の
「
入

門
審
候
歌
」
あ
っ
て
小
兒
の
虎
口
三
關
圖
あ
り
。
以
下
は
「
世
醫
家
傳
演
音

歌
」
と
題
し
、
漢
喃
文
で
臨
床
全
般
の
要
訣
を
二
名
の
筆
で
記
し
、
汝
初
翁
・

景
翁
・
馮
先
師
の
名
を
擧
げ
る
。
ま
た
「
家
傳
治
病
良
方
」
と
題
す
る
面
部
の

漢
文
望
診
口
訣
あ
り
、
以
下
は
「
謹
撰
諸
方
經
驗
」
と
題
す
る
病
門
別
の
漢
喃

文
方
論
書
が
書
末
ま
で
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
全
體
に

黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
二
五
字
、
小
字

雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印

記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
僅
か
に
破
損
す

る
。『

直
解
指
南
性
藥
賦
』「
氣
味
篇
」「
性
藥
歌
」「
入
門
審
候
歌
」「〔
世
醫
家
傳
〕

演
音
歌
」「〔
家
傳
〕
治
病
良
方
」『
諸
方
經
驗
』
な
ど
の
拔
抄
か
ら
な
る
合
寫

本
。
辰
（
時
）
の
避
諱
あ
っ
て
、
嗣
德
年
閒
（
一
八
四
八
〜
八
三
）
の
筆
寫
ら

し
い
。

R
.1896

�
集
驗
癰
疽
�

寫
本
一
册
八
五
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
五
・
三
×
幅
一
四
・
六
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
し
。
序
・
目

錄
・
內
題
な
し
。
本
文
は
治
長
岳
（
皮
膚
の
膿
腫
か
）
門
か
ら
始
ま
り
、
以
下

は
丹
疽
幷
夆
症
の
圖
・
治
方
が
第
九
葉
ま
で
。
第
一
一
（
實
際
は
一
〇
）
葉
に

疔
瘡
門
と
題
し
、
治
方
と
圖
説
が
第
一
八
葉
ま
で
。
第
一
九
葉
に
「
大
河
外
科

樞
要
目
錄
卷
之
上
」
と
題
し
半
葉
に
發
背
・
發
脳
〜
赤
瘤
・
瘡
癬
ま
で
三
五

（
實
際
は
三
六
）
門
を
列
記
。
以
下
、
第
三
七
葉
ま
で
各
門
每
に
上
段
は
詩
云
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眞
柳　

誠 

七
二

と
題
す
る
歌
賦
、
下
段
は
症
狀
・
治
法
を
列
記
。
第
三
八
葉
か
ら
治
方
で
、
神

仙
金
丹
・
奪
命
丹
〜
三
藥
丸
・
人
參
敗
毒
の
主
治
・
藥
味
・
製
法
・
服
用
法
を

記
す
。
第
五
〇
葉
に
「
祕
論
二
十
三
方
」
と
題
し
、
定
痛
太
乙
膏
〜
疔
瘡
經
驗

方
の
藥
味
と
論
を
記
す
。
以
上
み
な
漢
文
。
第
六
六
葉
に
「
十
三
方
加
減
」
と

題
し
、
一
・
不
換
金
正
氣
散
、
二
・
二
陳
、
三
・
參
蘇
、
四
・
四
物
、
五
・
五

苓
、
六
・
玄
武
湯
、
七
・
參
蘇
、
八
・
小
柴
胡
、
九
・
靈
驗
對
金
、
一
〇
・
十

補
湯
、
一
一
・
烏
藥
順
氣
、
一
二
・
五
積
、
一
三
・
四
君
子
湯
を
第
八
五
葉
ま

で
漢
喃
文
と
漢
文
で
記
す
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
上
質
の
薄
葉
ゾ
ー
紙
、

僅
か
に
黃
變
す
る
。
押
し
目
罫
線
あ
っ
て
、
無
魚
尾
。
下
欄
に
葉
次
を
鉛
筆
記

入
。
每
半
葉
、
約
一
〇
行
・
行
二
五
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、

書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

越
籍
ら
し
い
『
大
河
外
科
樞
要
』
存
上
卷
（「
祕
論
二
十
三
方
」
を
含
む
三

八
〜
六
五
葉
は
下
卷
か
）、
元
・
徐
和
用
『
加
減
十
三
方
』
の
漢
喃
譯
『
十
三

方
加
減
』
の
合
寫
本
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.2010

�
本
國
南
藥
品
記
�

寫
本
一
册
六
八
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
六
・
三
×
幅
一
五
・
五
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
し
。
序
・
目

錄
な
し
。
書
頭
に
「
本
國
南
藥
品
記
」
と
題
し
、
以
下
本
文
は
貫
衆
・
三
奈
・

茅
香
・
蘆
根
の
順
で
、
各
藥
に
つ
き
ベ
ト
ナ
ム
名
（
字
喃
）・
氣
味
・
主
治
を

各
一
行
で
第
一
二
葉
ま
で
記
す
。
末
尾
は
官
粉
・
敗
鼓
皮
・
葛
花
・
茘
殻
・
錄

（
糠
）
粃
ま
で
。
第
一
二
葉
に
「
本
國
食
物
記
」
と
題
し
、
穀
部
・
菜
部
・
魚

部
・
介
蟲
部
・
禽
部
・
獸
部
の
順
で
粳
米
・
稻
米
〜
水
牛
・
黃
牛
が
あ
り
、
各

食
物
に
つ
き
ベ
ト
ナ
ム
名
（
字
喃
）、
氣
味
・
主
治
・
禁
忌
を
各
一
行
に
第
二

六
葉
ま
で
記
す
。
第
二
七
葉
に
「
十
三
方
加
減
」
と
題
し
、
漢
喃
文
で
第
三
〇

葉
ま
で
記
す
。
第
三
一
葉
に
「
一
跡
三
車
神
」
と
題
し
、
以
下
は
書
末
第
六
八

葉
ま
で
漢
喃
文
で
神
事
の
方
法
・
規
則
・
祝
文
ほ
か
を
記
す
。
漢
文
と
漢
喃
文

の
書
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ゾ
ー
紙
で
、
や
や
黃
變
す
る
。
無
界
、

無
邊
、
無
魚
尾
、
欄
上
に
葉
次
を
記
入
す
る
。
每
半
葉
、
六
行
・
行
約
一
五
字
、

小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の

藏
印
記
。
神
事
書
部
分
の
み
朱
點
・
朱
引
き
あ
り
。
か
な
り
鼠
損
あ
り
、
や
や

破
損
す
る
。

越
籍
の
簡
便
本
草
『
本
國
南
藥
品
記
』『
本
國
食
物
記
』
と
方
論
『
十
三
方

加
減
』
の
拔
抄
で
、
神
事
書
『
一
跡
三
車
神
』
と
の
合
寫
本
。
一
九
世
紀
の
筆

寫
か
。

R
.2046

�
痘
中
雜
症
�

寫
本
一
册
八
一
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
表
紙
缺
、
書
高
二
八
・
三

×
幅
一
五
・
五
㎝
。
帙
な
く
、
綠
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。
外
題
ほ
か
な
し
。

書
頭
を
缺
き
、
序
・
目
錄
・
內
題
な
し
。
ま
ず
人
體
圖
あ
り
、
本
文
は
漢
喃
文

で
「
部
位
／
六
腑
五
臟
歌
」
か
ら
。
以
下
に
五
行
五
臟
屬
面
部
圖
・
初
熱
放
標

各
症
屬
五
行
論
・
疹
痘
圖
・
五
行
屬
面
部
・
痘
中
雜
症
歌
・
疹
痘
手
脈
男
左
女

右
各
圖
・
疹
痘
脈
歌
…
あ
り
。
第
九
葉
ウ
ラ
に
「
疹
痘
卷
二
」
を
記
し
、
以

下
は
痘
疹
の
症
每
に
論
・
圖
・
治
方
ほ
か
を
記
す
。
第
一
五
葉
に
第
三
卷
、
第

二
五
葉
に
第
四
卷
、
第
二
七
葉
ウ
ラ
に
「
傷
寒
大
成
中
相
舌
法
終
」
と
あ
る
。
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
二
） 

七
三

以
下
は
病
門
別
醫
方
書
で
、
治
方
の
主
治
・
藥
味
・
調
整
法
を
書
末
第
八
一
葉

ま
で
列
記
。
一
部
處
方
は
出
典
を
明
記
し
、『
活
幼
』『
回
春
』『
本
草
』『
景
岳
』

『
入
門
』『
國
音
』
あ
り
、
漢
喃
文
の
書
。
跋
な
く
、
書
末
に
阮
春
研
・
陶
文
芍
・

陶
文
東
・
武
文
志
の
試
驗
成
績
記
錄
あ
る
が
、
本
書
と
無
關
係
だ
ろ
う
。
料
紙

は
中
葉
ゾ
ー
紙
で
、
僅
か
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
下
欄
に
葉

次
を
鉛
筆
記
入
。
每
半
葉
、
九
行
・
行
約
三
一
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で

「T
H

U
 V

IE
N

 / Q
U

O
C

 G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・

朱
引
き
あ
る
が
、
書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

越
籍
の
『
疹
痘
』
と
清
の
張
璐
父
子
ら
『
傷
寒
大
成
』
の
拔
抄
、
お
よ
び
越

籍
の
未
詳
病
門
別
醫
方
書
か
ら
な
る
。
一
九
世
紀
〜
二
〇
世
紀
の
筆
寫
。

�
分
類
未
詳
�

R
.22

�
滴
暾
�
筆
花
醫
鏡
�

清
末
一
九
世
紀
に
幾
度
も
刊
行
さ
れ
た
清
・
江
涵
暾(

筆
花)

『
筆
花
醫
鏡
』

四
卷
に
關
連
す
る
か
。

R
.1702

�
衞
生
新
錄
國
音
�
一
九
二
七
��

R
.2087

�
醫
家
詩
策
集
�

R
.2121

�
醫
家
正
宗
捷
效
�

右
四
書
、
申
請
す
る
も
見
つ
か
ら
な
い
。

148


